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先
般
、
六
月
二
十
三
日
の
平
成
二
十
五
年
度

定
時
総
会
に
於
き
ま
し
て
、
五
年
の
長
き
に
亘

り
ま
し
た
会
長
職
を
辞
し
、
副
会
長
及
事
務
局

長
で
あ
り
ま
し
た
菊
池
敏
郎
氏
に
後
任
を
お
願

い
す
る
こ
と
、
御
承
認
を
戴
き
ま
し
た
。

　

前
会
長
で
あ
っ
た
海
老
名
康
治
氏
が
、
体
調

が
す
ぐ
れ
ぬ
ま
ま
に
任
期
半
ば
で
当
時
副
会
長

で
あ
り
ま
し
た
私
に
後
任
を
依
頼
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
五
年
間
恙
な
く
会
長
職
を
続
け
て
参
り

ま
し
た
こ
と
は
、
一
重
に
皆
様
方
各
位
の
御
指

導
御
鞭
撻
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

　

本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

会
長
職
を
辞
し
ま
し
て
も
、
こ
れ
か
ら
母
校

一
〇
〇
周
年
の
記
念
行
事
に
向
か
っ
て
微
力
な

が
ら
応
援
さ
せ
て
戴
き
た
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

い
ず
れ
の
皆
様
に
も
、
よ
ろ
し
く
御
配
慮
の

程
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

長
い
間
、
い
ろ
い
ろ
と
有
難
う
御
座
い
ま
し

た
。

　
　
　

平
成
二
十
五
年
六
月
吉
日　

　
　
　
　
　
　
　

前
同
窓
会
会
長　

大
槻　

實

の
企
画
支
援
や
記
念
誌
編
集
・
出
版
等
の
た
め

の
歴
史
資
料
と
記
念
誌
編
集
委
員
会
を
設
置
し

て
い
ま
す
。
事
務
局
を
充
実
さ
せ
、
こ
れ
か
ら

の
委
員
会
活
動
と
会
員
サ
ー
ビ
ス
を
支
援
し
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、
各
ク
ラ
ス
代
表
の
理
事
と

期
の
代
表
の
常
任
理
事
を
明
確
に
し
、
人
材
確

保
と
組
織
強
化
を
図
り
ま
す
。

②
財
政
基
盤
の
整
備

　

同
窓
会
の
運
営
は
、
会
員
の
皆
様
か
ら
の
年

会
費
・
賛
助
会
費
と
卒
業
生
か
ら
の
終
身
会

費
（
平
成
28
年
か
ら
は
先
払
い
年
会
費
）
に
よ

っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
か
ら
年
会
費

制
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
ま
す
。
終
身
会
費
も

改
訂
し
て
い
ま
す
。
会
員
へ
の
活
動
拡
充
の
た

め
の
広
報
・
調
査
・
サ
ー
ビ
ス
の
強
化
な
ど
の

す
。
今
年
か
ら
始
め
て
在
校
生
と
も
交
流
を
図

り
ま
す
。
ご
友
人
と
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
参
加

頂
き
た
く
盛
会
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
総
会

も
毎
年
６
月
の
第
一
土
曜
日
に
原
則
と
し
て
母

校
一
商
に
て
行
い
ま
す
。

③
多
く
の
催
事
・
行
事
を
企
画
し
皆
様
の
参
加

　

を
募
り
ま
す
。

　

昨
年
ま
で
は
、
校
歌
祭
へ
の
参
加
・
ゴ
ル
フ

会
の
実
施
を
し
て
き
ま
し
た
。
今
年
か
ら
は
、

健
康
的
な
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
企
画
や
文
芸
分
野

の
会
な
ど
を
設
定
し
て
い
き
ま
す
。
多
数
の

方
々
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。な
お
、

こ
の
情
報
提
供
な
ど
の
広
報
活
動
に
も
工
夫
し

て
ま
い
り
ま
す
。

二
、
母
校
へ
の
活
動
支
援

①
母
校
へ
の
継
続
的
支
援

　

従
来
か
ら
生
徒
募
集
・
就
職
対
策
・
部
活
動

奨
励
の
支
援
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
昨
年
は

資
格
取
得
奨
励
を
新
設
し
ま
し
た
。
ま
た
、
母

校
が
防
災
教
育
推
進
校
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
に

よ
り
東
日
本
復
興
支
援
も
行
う
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
母
校
と
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
を
高
め
今

後
と
も
継
続
的
な
支
援
を
行
って
ま
い
り
ま
す
。

②
百
周
年
記
念
事
業
の
企
画
・
援
助

　

母
校
百
周
年
記
念
事
業
の
円
滑
推
進
の
た

め
、
母
校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
同
窓
会
で
の
準
備
委
員

会
が
七
月
一
日
に
発
足
致
し
ま
し
た
。
同
窓
会

と
し
て
、
出
来
る
限
り
の
協
力
を
し
て
ま
い
り

ま
す
。

三
、
組
織
体
制
の
強
化
と
事
業
資
金
の
確
保

①
同
窓
会
本
来
の
活
動
の
活
性
化

　

同
窓
会
の
執
行
部
の
中
に
総
務
・
財
務
・
広

報
・
親
睦
・
企
画
委
員
会
の
ほ
か
、
記
念
事
業

　

本
年
度
の
同
窓
会
総

会
に
於
い
て
、
大
槻
實

会
長
の
ご
指
名
に
よ
り

新
会
長
に
選
任
さ
れ
た

菊
池
で
す
。
伝
統
あ
る

一
商
同
窓
会
の
運
営
に

関
わ
れ
る
光
栄
に
感
謝
す
る
と
共
に
、
責
任
の

重
大
さ
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

同
窓
会
の
目
的
は
、
同
窓
会
会
員
全
員
の
親

睦
と
交
流
を
図
り
母
校
の
活
動
を
支
援
す
る
こ

と
に
あ
り
ま
す
。

　

平
成
30
年
に
母
校
が
創
立
百
周
年
を
迎
え
る

に
あ
た
り
、
我
が
同
窓
会
の
活
動
が
同
窓
会
会

員
全
員
の
満
足
の
い
く
も
の
で
あ
り
、
ま
た
母

校
の
支
援
が
効
果
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

一
、
会
員
へ
の
サ
ー
ビ
ス
活
性
化

①
同
窓
会
会
員
の
把
握
と
女
性
の
協
力
、
参
加

　

の
推
進

　

昨
年
か
ら
の
名
簿
整
理
に
よ
り
、
今
年
５
月

の
会
報
は
今
年
度
卒
業
の
90
期
ま
で
の
全
期
に

亘
り
お
届
け
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
ク
ラ
ス
会
や
同
期
会
が
よ
り
多
く
開

催
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
又
、

女
性
の
役
員
の
増
加
と
行
事
へ
の
積
極
的
参
加

を
呼
び
掛
け
て
ま
い
り
ま
す
。

②
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
の
設
定

　

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
と
は
、
卒
業
生
が
母

校
に
集
い
母
校
愛
と
友
情
を
確
認
す
る
こ
と
で

　
　
　
　
一
商
鉢
山
会
会
報
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同
窓
会
会
長
辞
任
の
挨
拶

年
間
費
用
の
増
加
に
加
え
、
百
周
年
記
念
事
業

用
に
多
額
な
資
金
の
必
要
が
予
想
さ
れ
ま
す
の

で
、
来
年
よ
り
記
念
募
金
会
を
立
ち
上
げ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
会
員
の
皆
様
の
ご
理
解
ご
了

承
を
願
う
次
第
で
す
。

③
事
務
局
の
移
転
計
画

　

現
在
の
神
田
の
事
務
所
は
、
会
員
の
会
合
や

事
務
連
絡
、
母
校
と
の
連
携
な
ど
に
不
適
切
で

す
。
よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
同
窓
会
の

本
来
の
あ
る
べ
き
姿
と
し
て
、
渋
谷
へ
の
移
転

を
考
え
ま
す
。

　

以
上
、
同
窓
会
と
し
て
多
く
の
会
員
へ
の
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
の
改
革
の
た
め
、
会
員
皆
様
の
ご
理
解
ご

協
力
を
切
に
願
う
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
　
同
窓
会
役
員

会　

長　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
菊
池　

敏
郎
（
32
期
）

副
会
長　

歴
史
資
料
委
員
長　
　

石
田　

謙
司
（
37
期
）

　
常
任
理
事　

〃　
　

副
委
員
長　

大
森　

東
亜
（
37
期
）

副
会
長　

記
念
誌
編
集
委
員
長　

石
田　

謙
司
（
37
期
）

　
常
任
理
事　

〃　
　

副
委
員
長　

大
森　

東
亜
（
37
期
）

副
会
長　

総
務
委
員
長　
　
　
　

中
澤　

捷
雄
（
39
期
）

　
常
任
理
事　

〃　

副
委
員
長　
　

小
池　

宜
夫
（
39
期
）

　
常
任
理
事　

〃　

副
委
員
長　
　

石
井　

敏
勝
（
40
期
）

副
会
長　

財
務
委
員
長　
　
　

※
山
本　
　

剛
（
41
期
）

　
常
任
理
事　

〃　

副
委
員
長　
　

倉
見　

義
弘
（
42
期
）

副
会
長　

広
報
委
員
長　
　
　
　

山
崎　

松
夫
（
46
期
）

　
常
任
理
事　

〃　

副
委
員
長　
　

岩
佐　

芳
一
（
45
期
）

副
会
長　

親
睦
委
員
長　
　
　

※
松
森
世
津
子
（
41
期
）

　
常
任
理
事　

〃　

副
委
員
長　

※
芥
川　

英
子
（
41
期
）

　
常
任
理
事　

〃　

副
委
員
長　
　

市
毛　

桂
子
（
41
期
）

副
会
長　

企
画
委
員
長　
　
　

※
佐
藤　

房
子
（
42
期
）

　
常
任
理
事　

〃　

副
委
員
長　
　

熊
田　

芳
子
（
42
期
）

副
会
長　

事
務
局
長　
　
　
　
　

井
上　

七
郎
（
39
期
）

　
常
任
理
事　

〃　

次
長　
　
　
　

落
合　

春
代
（
43
期
）

　
常
任
理
事　

〃　

次
長　
　
　
　

中
林　

雅
一
（
46
期
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

注
※
印　

校
歌
祭
実
行
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　

監　

事　

小
林　

三
郎
（
30
期
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

監　

事　

粕
谷　

幸
男
（
45
期
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

監　

事　

鵜
沢　

正
二
（
45
期
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

相
談
役　

寺
口　

眞
夫
（
28
期
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

相
談
役　

高
橋　

慎
三
（
28
期
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

相
談
役　

大
槻　
　

實
（
30
期
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

相
談
役　

機
所
慶
三
郎
（
34
期
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

相
談
役　

白
川　

健
二
（
35
期
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

相
談
役　

坂
下　

賢
三
（
35
期
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

相
談
役　

西
村　

和
子
（
35
期
）

会
長
就
任
の
ご
挨
拶

　
　
　
　
　

菊
池
　
敏
郎
（
32
期
）
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張
所
の
全
面
的
協
力
に
よ
る
様
々
な
防
災
訓
練
を
実
施
し

て
き
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
も
高
校
生
と
し
て
、
今
、
地
域

防
災
の
担
い
手
に
な
り
、
軽
可
搬
消
防
ポ
ン
プ
の
操
作
、

応
急
手
当
の
中
で
も
特
に
心
肺
蘇
生
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
操
作
、

対
す
る
意
欲
と
実
践
力
を
持
つ
人
間
を
育
成
す
る
と
い
う

こ
と
で
、
12
校
の
都
立
高
校
が
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
校
で
は
こ
れ
ま
で
も
、
１
年
生
生
徒
の
全
員
参
加
に

よ
る
本
校
校
舎
内
で
の
宿
泊
訓
練
、
渋
谷
消
防
署
松
濤
出

　

本
校
は
、二
十
四
年
度
、東
京
都
教
育
委
員
会
か
ら
「
防

災
教
育
推
進
校
」
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災

の
経
験
を
踏
ま
え
た
防
災
に
対
す
る
意
識
が
高
ま
る
中
、

自
校
の
防
災
と
近
隣
住
民
の
安
全
を
支
え
、
社
会
貢
献
に

東
日
本
大
震
災
か
ら
学
ん
だ
大
き
な
教
訓
　
　
　

校
長
　
戸
田　

勝
昭

　

高
校
生
の
就
職
問
題
は
、
五

大
新
聞
の
一
面
に
掲
載
さ
れ
る

ほ
ど
全
国
的
に
大
き
な
社
会
問

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
度

は
、
一
昨
年
度
と
比
較
し
て
わ

ず
か
で
は
あ
り
ま
す
が
就
職
内

定
状
況
が
改
善
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
高
校
生
の
就
職

が
厳
し
い
状
況
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

一
昨
年
度
、
昨
年
度
と
全
国
的
に
就
職
戦
線
は
、
厳
し

い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
、
わ
ず
か

で
は
あ
り
ま
す
が
、
心
地
よ
い
風
向
き
の
方
向
に
改
善
さ

れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。「
十
年
振
り
に
高
校
卒
求
人
を
再
開

し
ま
し
た
」「
は
じ
め
て
高
校
卒
求
人
を
お
願
い
に
来
ま

し
た
」
と
い
う
企
業
担
当
者
の
来
校
も
あ
り
、
高
校
卒
求

人
数
は
増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

私
が
、
教
諭
時
代
に
教
え
た
生
徒
が
東
京
都
職
員
と
な

り
、
今
年
度
か
ら
都
立
高
校
の
経
営
企
画
室
長
（
事
務

長
）
に
昇
任
し
ま
し
た
。
彼
女
は
、
異
例
の
若
さ
で
の
昇

進
で
す
。
ま
た
、
都
庁
本
庁
水
道
局
の
係
長
級
や
会
計
管

理
局
の
係
長
級
の
職
員
に
昇
進
し
た
彼
女
た
ち
も
同
級
生

で
す
。
さ
ら
に
、
二
歳
上
の
先
輩
は
、
都
立
高
校
推
薦
入

学
選
抜
制
度
の
大
幅
な
改
革
を
執
行
責
任
者
と
し
て
教
育

庁
で
辣
腕
を
振
る
い
ま
し
た
。
彼
女
も
同
年
齢
の
と
き
に

抜
擢
さ
れ
二
年
間
で
実
績
を
築
き
、
現
在
は
都
議
会
対
応

を
任
さ
れ
て
い
ま
す
。
四
名
と
も
大
学
に
進
学
し
て
い
ま

せ
ん
。
皆
さ
ま
も
ご
存
知
の
と
お
り
、東
京
都
の
職
員
は
、

難
関
大
学
、大
学
院
卒
業
生
が
数
多
く
入
都
し
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
中
で
の
快
挙
な
の
で
す
。

　

商
業
高
校
卒
の
学
歴
で
、
ホ
テ
ル
の
支
配
人
や
テ
レ
ビ

局
の
理
事
を
は
じ
め
、
水
産
会
社
の
監
査
役
、
繊
維
会
社

の
人
事
部
長
、
印
刷
会
社
の
工
場
長
、
建
設
会
社
の
本
社

部
長
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
支
店
長
等
、
数
多
く
の

方
々
が
産
業
界
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

昔
の
Ｏ
Ｂ
だ
け
で
な
く
、
若
手
の
商
業
高
校
卒
業
生
も

頑
張
っ
て
い
ま
す
。
Ａ
社
に
入
社
し
た
二
十
一
歳
の
卒
業

生
は
、
ア
ル
バ
イ
ト
約
四
十
名
を
指
揮
し
て
、
千
葉
県
全

域
の
七
百
店
舗
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
ー
を
任
さ

れ
、
雑
誌
の
配
送
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
担
当
し
て
、
若

手
の
有
望
株
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
Ｂ
社
に
入
社

し
た
二
十
歳
の
卒
業
生
は
、
同
期
入
社
の
大
学
卒
、
専
門

学
校
卒
、
高
校
卒
の
中
で
接
客
実
績
は
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
だ

そ
う
で
す
。
Ｃ
社
に
入
社
し
た
十
八
歳
の
卒
業
生
は
、
社

内
研
修
で
評
価
さ
れ
、
男
子
社
員
四
十
名
の
中
に
女
子
社

員
一
名
と
い
う
部
署
に
配
属
さ
れ
、
営
業
事
務
を
補
佐
し

て
活
躍
し
て
い
ま
す
。
再
認
識
し
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と

は
、
中
学
時
代
に
活
躍
す
る
機
会
が
少
な
か
っ
た
生
徒
で

あ
っ
て
も
本
人
の
や
る
気
と
頑
張
り
方
次
第
で
は
、将
来
、

無
限
大
に
伸
び
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

一
商
は
、
東
京
都
を
代
表
す
る
商
業
高
校
で
あ
り
、
な

お
か
つ
光
輝
あ
る
伝
統
と
歴
史
を
誇
る
名
門
校
で
あ
り
ま

す
。
私
た
ち
が
知
ら
な
い
だ
け
で
業
界
の
あ
ら
ゆ
る
場
所

で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
が
数
多
く
存
在
し
て
い
る
こ
と
と

存
じ
ま
す
。

　

本
広
報
誌
を
通
じ
て
一
商
Ｏ
Ｂ
の
方
へ
の
切
な
る
願
い

と
し
て
、
一
商
の
卒
業
生
で
三
十
歳
台
か
ら
五
十
歳
台
で

活
躍
し
て
い
る
方
を
学
校
に
紹
介
し
て
く
だ
さ
る
と
幸
い

で
す
。
ま
た
、
一
商
Ｏ
Ｂ
の
人
材
を
発
掘
し
て
同
窓
会
へ

の
更
な
る
発
展
へ
と
寄
与
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
今
後
一
商
に
入
学
を
希
望
す
る
中
学
生
、
保
護

者
、地
域
、特
に
教
育
行
政
関
係
者
や
企
業
関
係
者
の
方
々

に
「
一
商
っ
て
す
ご
い
学
校
な
ん
だ
ぞ
」
と
お
知
ら
せ
し

て
い
た
だ
い
て
一
商
を
受
験
す
る
生
徒
を
増
や
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

話
題
を
元
に
戻
し
ま
す
と
、
一
商
へ
の
高
卒
求
人
数
増

加
の
課
題
と
し
て
は
、「
高
卒
採
用
の
よ
さ
」
を
食
べ
ず

嫌
い
の
企
業
に
ど
う
説
得
し
て
求
人
開
拓
を
図
っ
て
い
く

の
か
、
と
い
う
大
き
な
問
題
が
依
然
と
し
て
残
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

一
商
Ｏ
Ｂ
に
は
、
必
ず
大
手
企
業
の
人
事
部
に
勤
め
て

い
る
方
が
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
Ｏ
Ｂ
の
方
々
の
英
知

を
お
借
り
し
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
求
人
数
増
に

繋
げ
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

大
変
難
し
い
お
願
い
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
趣

旨
を
踏
ま
え
て
ご
協
力
と
ご
支
援
の
ほ
ど
を
重
ね
て
お
願
い

申
し
あ
げ
ま
す
。（
兼
務
・
全
国
商
業
高
等
学
校
長
協
会
理
事
長
）

商
業
高
校
卒
の
力

校
長
　
戸
田　

勝
昭
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止
血
法
等
、
こ
う
い
っ
た
も
の
を
確
実
に
行
え
る
能
力
を

身
に
つ
け
つ
つ
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

生
徒
た
ち
に
は
高
校
卒
業
後
も
、
地
域
、
社
会
に
貢
献

で
き
る
人
と
な
り
、
特
に
災
害
時
に
あ
っ
て
は
、
積
極
的

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
、
さ
ら
に
、
地
域
の
自

主
防
災
組
織
の
一
員
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
を
訪
れ
る
に
あ

た
り
、
宮
城
県
石
巻
西
高
等
学
校
長　

齊
藤
幸
男
先
生
よ

り
事
前
に
い
た
だ
い
た
資
料
『
防
災
教
育
資
料
「
忘
れ
な

い
こ
と
」「
伝
え
る
こ
と
」「
育
て
る
こ
と
」』
を
基
に
本

校
の
教
職
員
や
生
徒
と
と
も
に
事
前
学
習
を
し
て
臨
み
ま

し
た
。
さ
ら
に
、「
逆
境
を
生
き
抜
く
─
石
巻
地
域
公
立

高
等
学
校
の
震
災
記
録
集
─
」を
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

ペ
ー
ジ
を
め
く
る
ご
と
に
自
分
の
無
知
を
悟
っ
た
こ
と
を

覚
え
て
い
ま
す
。「
ど
の
よ
う
な
心
構
え
で
参
加
す
べ
き

な
の
か
」
な
ど
思
い
悩
む
日
々
が
続
き
ま
し
た
。
皆
様
に

も
そ
の
一
端
を
感
じ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
し
て
、

記
録
集
よ
り
一
部
抜
粋
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
「
漁
業
者
の
間
に
は
、
津
波
が
予
想
さ
れ
る
場
合
に
、

い
ち
早
く
船
を
沖
合
に
退
避
さ
せ
る
沖
出
し
と
い
う
言
葉

が
あ
る
と
い
う
。
そ
の
箴
言
に
従
い
沖
合
に
難
を
逃
れ
九

死
に
一
生
を
得
た
そ
の
漁
業
者
は
、
家
屋
な
ど
の
残
骸
と

共
に
、
海
底
に
凄
ま
じ
い
勢
い
の
引
き
波
に
よ
っ
て
奪
わ

れ
て
い
く
命
を
目
の
当
た
り
に
し
、
手
を
合
わ
せ
な
が
ら

慟
哭
し
続
け
た
と
い
う
。
平
成
23
年
３
月
11
日
の
大
震
災

は
、
間
近
で
生
と
死
が
隣
接
し
、
自
然
の
容
赦
な
い
猛
威

の
前
に
命
を
失
っ
た
方
々
の
無
念
さ
と
、
生
き
残
っ
て
も

癒
さ
れ
難
い
心
痛
の
混
交
し
た
凄
惨
な
状
況
で
し
た
。（
中

略
）
石
巻
地
域
（
石
巻
市
、東
松
島
市
及
び
女
川
町
）
は
、

宮
城
県
内
で
も
特
に
被
害
が
甚
大
で
、
街
全
体
が
壊
滅
的

な
被
害
を
受
け
た
地
域
も
あ
り
、
そ
の
崩
壊
は
筆
舌
に
尽

く
し
が
た
い
惨
状
で
し
た
。
ま
た
平
成
23
年
10
月
１
日
現

在
の
石
巻
地
域
の
死
者
と
行
方
不
明
者
を
合
わ
せ
た
数
は

5
，
６
５
５
人
に
も
の
ぼ
り
、
宮
城
県
全
体
１
１
，
５
７

３
人
の
ほ
ぼ
半
数
を
占
め
る
に
至
っ
て
い
ま
す
。
学
校
に

と
っ
て
主
人
公
で
あ
る
生
徒
を
失
う
ほ
ど
悲
劇
的
な
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
石
巻
地
域
の
公
立
高
等
学
校
に
お
い

て
は
、
行
方
不
明
者
を
除
き
44
名
の
生
徒
と
２
名
の
教

職
員
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。（
逆
境
を
生
き
抜
く

─
石
巻
地
域
公
立
高
等
学
校
の
震
災
記
録
集
─
巻
頭
言
よ

り
）」
校
長
と
い
う
職
務
上
、
様
々
な
視
察
や
研
修
を
経

験
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
ほ
ど
厳
粛
な
気
持
ち
で
臨
ん

だ
視
察
、
そ
し
て
、
教
員
お
よ
び
生
徒
の
引
率
は
、
記
憶

に
あ
り
ま
せ
ん
。

　

全
校
集
会
で
１
泊
２
日
の
「
東
日
本
大
震
災
被
災
地
視

察
」
の
意
義
を
伝
え
、
参
加
す
る
生
徒
に
対
し
て
は
、
全

員
に
面
接
を
実
施
し
て
「
防
災
リ
ー
ダ
ー
」
と
し
て
の
自

覚
を
確
認
し
ま
し
た
。
夏
季
休
業
中
に
は
、
参
加
す
る
生

徒
全
員
に
、
４
日
間
の
事
前
学
習
を
課
し
ま
し
た
。
そ
の

上
で
、
私
と
本
校
の
教
員
５
名
、
生
徒
15
名
の
総
勢
21
名

で
１
泊
２
日
の
宮
城
県
石
巻
西
高
等
学
校
お
よ
び
石
巻
市

及
び
女
川
町
周
辺
を
中
心
に
視
察
に
臨
ま
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

今
回
の
東
日
本
大
震
災
被
災
地
へ
生
徒
を
連
れ
て
訪
れ

た
目
的
は
、
一
つ
は
東
日
本
大
震
災
に
よ
っ
て
未
曾
有
と

言
わ
れ
て
い
る
多
大
な
被
災
を
受
け
た
被
災
地
に
赴
き
、

災
害
へ
の
認
識
を
改
め
、
生
徒
た
ち
に
防
災
へ
の
一
層
の

認
識
を
深
め
さ
せ
る
こ
と
。
も
う
一
つ
は
、
現
地
の
高
校

生
と
交
流
し
、
意
見
交
換
を
行
う
こ
と
で
、
高
校
生
が
で

き
る
被
災
地
で
の
活
動
や
、
今
後
の
防
災
に
つ
い
て
考
え

さ
せ
る
こ
と
で
す
。
生
徒
一
人
ひ
と
り
に
目
的
を
十
分
に

認
識
さ
せ
、
視
察
に
臨
み
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
本
校
は
東

京
都
に
お
い
て
も
「
防
災
教
育
推
進
校
」
と
な
っ
て
お
り
、

学
校
全
体
で
災
害
対
策
の
取
組
み
を
行
い
、
災
害
時
に
は

一
人
で
も
多
く
の
生
徒
が
、
マ
ン
パ
ワ
ー
と
し
て
活
躍
で

き
る
人
材
を
育
成
し
て
い
く
こ
と
を
念
頭
に
お
い
て
、
本

事
業
に
取
組
み
ま
し
た
。

　

帰
京
し
、
貴
重
な
体
験
を
本
冊
子
に
綴
ら
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
生
徒
の
感
想
文
を
読
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
、

皆
様
に
は
、
今
回
の
視
察
研
修
で
成
長
し
た
生
徒
が
い
る

こ
と
が
ご
理
解
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
１
年
９
ケ
月
が
経
ち
ま
し
た
。
石

巻
地
域
（
石
巻
市
、
東
松
島
市
及
び
女
川
町
）
は
、
未
だ
に

一
面
を
見
渡
せ
る
大
地
が
広
が
っ
て
い
る
一
部
の
地
域
が

存
在
し
て
お
り
ま
す
が
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
た
ゆ
ま
ざ
る

ご
努
力
に
よ
っ
て
着
実
に
復
興
を
遂
げ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

今
回
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
は
、
全
員
が
協
力

し
て
震
災
後
の
避
難
生
活
に
当
た
る
こ
と
の
大
切
さ
で

す
。
当
日
の
被
災
し
た
方
々
へ
の
応
急
手
当
等
の
様
々
な

対
応
も
大
切
で
大
変
な
こ
と
で
す
が
、
特
に
被
災
後
か
ら

約
１
ケ
月
間
を
ど
の
よ
う
に
災
害
医
療
、
支
援
関
係
、
心

の
ケ
ア
等
に
対
応
す
る
か
。
東
京
で
同
程
度
の
地
震
が
発

生
し
た
場
合
な
ど
も
想
定
し
て
備
え
て
お
く
必
要
性
を
強

く
感
じ
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
に
は
齋
藤
幸
男
校
長
先
生
か
ら
お
話
し
い
た

だ
い
た
『
防
災
研
修
会
「
忘
れ
な
い
こ
と
」
そ
し
て
「
伝

え
る
こ
と
」』
を
、
純
粋
に
強
い
思
い
を
し
っ
か
り
と
受

け
止
め
て
、
伝
え
続
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

本
校
の
生
徒
た
ち
の
よ
う
な
学
習
や
体
験
を
積
ん
だ
高
校

生
が
ど
ん
ど
ん
広
が
っ
て
い
く
こ
と
に
よ
り
東
京
都
の

「
防
災
力
」、
わ
が
国
の
「
防
災
力
」
が
高
ま
っ
て
い
く
と

信
じ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
宮
城
県
石
巻
西
高
等
学
校
長
の
斎
藤
幸
男
先

生
に
は
、
被
災
地
で
勤
務
さ
れ
大
変
な
中
、
本
校
の
生
徒

た
ち
に
貴
重
な
御
指
導
を
賜
っ
た
こ
と
に
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、「
防
災
教
育
推
進
校
」
と
し
て
被
災
地
に
赴
く

機
会
を
与
え
て
い
た
だ
い
た
東
京
都
教
育
委
員
会
に
対
し

ま
し
て
も
、
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
し
て
、
被
災
地

の
一
日
も
早
い
復
旧
・
復
興
に
加
え
、
以
前
に
も
増
し
た

防
災
力
の
強
い
都
市
を
築
き
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
を
念
じ
上

げ
ま
す
。

（
視
察
記
録
集
「
願
」
よ
り
抜
粋
）
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が
目
立
ち
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
中
学
の
私
た

ち
は
、
個
人
的
に
総
合
、
種
目
別
に
賞
を
と
っ

て
も
団
体
で
は
入
賞
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
校
友
会
の
部
活
動
が
盛
ん
に
な

り
ま
し
た
が
、
地
道
に
活
動
を
進
め
て
い
た
部

も
あ
り
ま
し
た
。
た
と
え
ば
地
学
部
は
、
藤
山

先
生
指
導
の
も
と
地
質
調
査
や
鉱
石
採
集
な
ど

行
な
い
指
導
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
秩
父
の
鉱

石
や
甲
府
の
水
晶
、
伊
豆
大
島
の
陥
没
カ
ル
デ

ラ
の
調
査
と
火
山
弾
収
集
な
ど
前
夜
発
で
の
調

査
旅
行
は
本
当
に
楽
し
い
時
間
で
し
た
。
私
の

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
癖
が
は
じ
ま
っ
た
の
が
、
こ
の

鉱
石
サ
ン
プ
ル
収
集
で
し
た
。

【
私
た
ち
の
新
校
舎
勉
学
と
活
動
】

　

新
校
舎
の
落
成
な
っ
て
、
私
た
ち
学
童
疎
開

世
代
に
と
っ
て
本
当
に
自
分
た
ち
の
心
の
落
ち

着
く
場
が
え
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
過
ご
し

て
き
た
、
疎
開
で
の
生
活
、
爆
撃
で
焼
け
た
国

民
学
校
、
入
学
時
の
猿
楽
の
窮
屈
な
教
室
、
上

原
の
仮
住
ま
い
な
が
ら
の
僅
か
な
幸
せ
。
一
商

の
本
当
の
意
味
の
復
興
を
確
信
し
て
ス
タ
ー
ト

し
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

　

私
た
ち
二
年
三
組
は
、
講
堂
に
向
か
う
別
建

て
三
部
屋
の
う
ち
、
渡
り
廊
下
に
す
ぐ
の
教
室

で
し
た
。
授
業
に
来
ら
れ
る
先
生
が
わ
た
る
渡

り
廊
下
の
ス
ノ
コ
の
音
が
、
廊
下
を
歩
く
ス
リ

ッ
パ
の
音
と
微
妙
に
違
う
の
で
す
。
隣
の
教
室

の
先
生
が
講
義
す
る
声
も
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

カ
ン
ナ
く
ず
を
混
ぜ
た
薄
い
壁
は
い
た
ず
ら
に

穴
が
あ
け
ら
れ
ま
す
。
冬
に
は
容
赦
な
く
寒
さ

が
入
っ
て
き
ま
す
。
窓
は
広
い
格
子
の
窓
ガ
ラ

ス
で
明
る
い
の
で
す
が
、
窓
ガ
ラ
ス
が
盗
ま
れ

る
と
い
う
こ
と
で
、
ガ
ラ
ス
一
枚
一
枚
に
「
一

商
」
の
文
字
が
緑
色
で
書
か
れ
ま
し
た
。
そ
の

文
字
は
黒
田
流
で
、
窓
全
体
が
一
種
ま
と
ま
っ

た
図
案
に
見
え
ま
す
。

を
自
治
会
に
切
り
替
え
生
徒
会
と
し
、学
団
長
・

副
団
長
が
自
治
委
員
と
な
り
、
そ
の
互
選
に
よ

っ
て
西
川
さ
ん
が
生
徒
会
長
に
選
任
さ
れ
ま
し

た
。

　

校
友
会
活
動
で
は
、
放
送
部
が
生
ま
れ
、
文

芸
部
に
新
聞
班
を
設
け
一
商
新
聞
が
発
行
さ
れ

る
な
ど
広
報
的
な
部
活
動
も
生
ま
れ
ま
し
た
。

各
部
活
動
が
活
発
に
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
同
時
に
、
対
抗
試
合
や
各
種
競
技
会

な
ど
対
外
的
活
動
も
広
げ
て
ゆ
き
ま
し
た
。
当

時
は
文
部
省
の
指
令
で
、
食
糧
や
宿
泊
の
事
情

で
全
国
レ
ベ
ル
の
競
技
会
や
会
議
な
ど
が
制
限

さ
れ
関
東
地
区
大
会
レ
ベ
ル
に
と
ど
め
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

　

卓
球
部
が
立
教
大
学
主
催
の
全
関
東
大
会
で

岸
さ
ん
が
個
人
優
勝
し
（
前
回
掲
出
）、
野
球

部
も
軟
式
の
部
で
上
位
に
ま
で
進
出
す
る
な
ど

名
声
を
挙
げ
、
珠
算
部
で
も
関
東
地
区
大
会
高

校
の
部
で
、
矢
口
・
諏
訪
・
醍
醐
・
大
川
・
弓

削
さ
ん
の
一
商
の
高
校
団
体
が
惜
し
く
も
芝
商

に
敗
れ
は
し
ま
し
た
が
準
優
勝
す
る
な
ど
活
躍

　
　

９
月
27
日　

式
典　

学
芸
会

　
　
　
　

28
日　

運
動
会　

同
窓
会
総
会

　
　
　
　

29
日　

学
芸
会　

保
護
者
会

　

復
興
祭
は
に
ぎ
や
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
武

市
校
長
作
詞
広
岡
先
生
作
曲
「
復
興
祭
」
の
歌

「
わ
が
学
び
舎
は
新
た
に
建
ち
ぬ
」
が
高
ら
か

に
う
た
わ
れ
ま
し
た
。
全
期
間
中
に
は
「
展
覧

会
」「
参
考
品
展
覧
会
」「
食
堂
」
が
開
催
さ
れ

て
に
ぎ
や
か
に
祝
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
と
き
の
感
激
を
「
何
と
い
っ
て
も
流
浪

の
生
活
か
ら
鉢
山
に
戻
れ
た
の
は
、
当
時
の
職

員
生
徒
が
生
涯
忘
れ
得
ぬ
強
い
想
い
出
で
あ

る
」
と
武
市
校
長
が
述
べ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
復
興
祭
で
は
、
展
覧
会
は
美
術
部
、
書

道
部
、
物
理
部
、
生
物
部
、
地
学
部
な
ど
が
、

学
芸
会
は
合
唱
部
、
音
楽
部
、
劇
研
部
な
ど
が

参
加
し
て
祭
を
盛
上
げ
ま
し
た
。
復
興
祭
に
は

直
接
関
係
し
な
か
っ
た
部
活
動
と
し
て
、
体
育

部
関
係
で
は
卓
球
部
、
野
球
部
な
ど
が
あ
り
、

学
芸
部
関
係
で
は
語
学
部
、
珠
算
部
、
商
業
実

践
部
な
ど
も
あ
り
ま
し
た
。

　

全
生
徒
が
一
堂
に
会
し
た
復
興
祭
以
降
、
一

商
全
体
の
活
動
が
華
々
し
く
展
開
す
る
き
っ
か

け
と
な
り
ま
し
た
。

　

運
動
会
は
も
ち
ろ
ん
、
日
大
プ
ー
ル
を
借
り

て
水
泳
大
会
、
上
原
近
辺
ま
で
の
往
復
駅
伝
、

新
制
中
学
校
を
招
い
た
珠
算
大
会
、
語
学
発
表

会
な
ど
学
内
催
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

戦
後
の
民
主
化
の
一
環
と
し
て
、
校
内
自
治

活
動
と
し
て
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
が
お
か
れ
、
学
団

【
新
校
舎
成
り
　
復
興
祭
を
挙
行
】

　

昭
和
二
十
二
年
七
月
鉢
山
に
全
生
徒
が
一
堂

に
会
せ
る
待
望
の
新
校
舎
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

各
教
室
・
教
員
室
は
も
ち
ろ
ん
、
講
堂
、
図

書
室
、
理
科
室
が
あ
る
当
時
と
し
て
は
総
合
校

舎
で
し
た
。
武
市
校
長
は
当
時
を
ふ
り
か
え
り

次
の
よ
う
に
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
「
苦
難
に
み
ち
た
戦
後
の
一
商
に
明
る
い
陽

光
が
さ
し
た
の
は
バ
ラ
ッ
ク
な
が
ら
も
一
応
の

校
舎
落
成
を
み
た
こ
と
で
あ
る
。
懐
か
し
い
鉢

山
の
岡
に
、
鰻
の
寝
床
の
よ
う
な
教
室
が
完
成

し
、
分
散
授
業
の
不
便
も
解
消
し
、
全
校
生
徒

が
一
堂
に
会
し
た
と
き
の
感
激
は
、
恐
ら
く
一

商
の
歴
史
の
中
で
最
高
の
も
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。」

　

新
校
舎
完
成
に
先
立
っ
て
、
前
年
夏
に
第
一

期
工
事
で
鉢
山
の
一
角
６
教
室
と
宿
直
室
・
小

使
室
が
で
き
て
当
時
の
二
年
生
が
使
っ
て
い
ま

し
た
が
、
ま
さ
に
こ
の
校
舎
を
含
め
て
木
の
香

か
お
る
木
造
校
舎
で
あ
り
ま
し
た
。
上
原
の
校

舎
か
ら
引
越
し
す
る
「
生
徒
の
眼
は
期
待
と
喜

び
で
輝
い
て
い
た
（
武
市
校
長
）」
と
当
時
の

状
況
を
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

新
校
舎
の
落
成
に
よ
り
、
そ
の
９
月
復
興
祭

が
次
の
通
り
催
さ
れ
ま
し
た
。

旧
制
最
後
に
入
学
の

　
　

  

一
商
生（
そ
の
２
）

海
口　

頼
久
（
29
期
）

　
前
号
か
ら
引
き
続
き
29
期
生
の
海
口
頼
久
さ
ん
が
書
か
れ
た
「
戦
後
の
一
商
」
を
掲
載
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
前
号
で
も
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、こ
の
原
稿
は
、一
商
有
志
の
会
「
鉢

山
ク
ラ
ブ
」
の
会
報
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
も
の
で
す
。
わ
か
り
や
す
く
、
そ
し
て
大
変
貴
重
な
記
録

文
で
す
。
ご
本
人
の
了
解
を
い
た
だ
き
同
窓
会
会
報
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
事
と
な
り
ま
し
た
。

　
正
確
な
デ
ー
タ
に
基
づ
き
綴
ら
れ
た
戦
後
の
一
商
の
姿
、ど
う
ぞ
じ
っ
く
り
と
お
読
み
く
だ
さ
い
。
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の
中
学
卒
業
ま
で
よ
く
面
倒
を
み
ら
れ
卒
業
さ

せ
ま
し
た
。
前
年
の
鷹
取
山
遠
足
の
時
の
水
難

事
故
の
救
助
と
い
い
、
そ
の
他
不
良
化
一
歩
手

前
の
生
徒
の
指
導
や
経
済
的
に
苦
し
ん
で
い
る

生
徒
へ
の
支
援
な
ど
、
杉
村
先
生
は
公
私
両
面

で
の
ご
指
導
が
あ
り
ま
し
た
。
杉
村
先
生
の
お

宅
に
正
月
や
夏
の
多
摩
川
の
花
火
大
会
に
大
勢

が
お
邪
魔
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

【
こ
の
時
代
の
世
相
】

　

ま
だ
ま
だ
家
庭
の
生
活
は「
た
け
の
こ
生
活
」

と
言
わ
れ
る
よ
う
に
苦
し
い
状
況
で
し
た
。

　

戦
災
で
生
活
物
資
を
焼
失
し
、
当
時
も
凶
作

で
食
糧
不
足
が
続
き
、
戦
後
の
社
会
経
済
は
深

刻
な
危
機
に
見
舞
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
米
よ
こ

せ
運
動
も
あ
り
ま
し
た
。
生
産
力
が
低
下
し
物

資
が
不
足
し
て
、
イ
ン
フ
レ
が
進
行
し
て
昭
和

二
三
年
に
一
七
二
倍
（
昭
和
９
〜
11
年
比
）
に

達
し
ま
し
た
。
食
糧
そ
の
他
の
家
庭
用
配
給
品

に
つ
い
て
、
地
区
ご
と
に
入
荷
量
や
価
格
な
ど

の
情
報
が
ラ
ジ
オ
で
放
送
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、「
ス
ケ
ソ
ウ
ダ
ラ
」
ば
か
り
が
耳
に
付
き

ま
と
い
ま
し
た
。

　

食
糧
は
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
食
糧
援
助
（
ラ
ラ

物
資
、
ユ
ニ
セ
フ
）
が
あ
っ
て
も
、
遅
配
が
あ

り
、
多
く
の
栄
養
失
調
者
が
で
ま
し
た
。
一
切

の
ヤ
ミ
を
拒
否
し
て
配
給
生
活
だ
け
に
頼
っ
て

栄
養
失
調
で
亡
く
な
っ
た
東
京
地
裁
の
判
事
の

こ
と
が
報
じ
ら
れ
ま
し
た
。
闇
米
を
食
べ
な
け

れ
ば
生
き
て
行
け
な
い
悲
劇
で
し
た
。

　

食
糧
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
電
力
事
情
も

悪
か
っ
た
で
す
。
昼
間
は
な
ん
と
か
電
気
が
点

く
も
の
の
、
夕
方
近
く
な
る
と
停
電
に
な
り
ま

す
。
供
給
量
不
足
も
あ
り
ト
ラ
ン
ス
の
能
力
が

低
い
と
か
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
冬
に
は
本

当
に
困
り
ま
し
た
。
当
時
は
電
熱
器
が
使
わ
れ

始
め
、
配
給
の
小
麦
粉
で
焼
く
電
気
パ
ン
焼
き

の
よ
う
に
も
思
い
ま
し
た
。

【
中
学
三
年
生
に
な
っ
て
】

　

昭
和
23
年
（
１
９
４
８
年
）
中
学
三
年
の
春

を
迎
え
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
学
級
編
成
は
二
年
生
の
時
は
変
わ

り
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
三
年
生
に
な
る
前
あ

た
り
か
ら
疎
開
で
帰
京
で
き
た
友
人
た
ち
も
加

わ
り
１
組
増
え
て
６
級
編
成
と
な
り
、
ク
ラ
ス

替
え
が
あ
っ
て
、
担
任
の
先
生
も
変
わ
り
ま
し

た
（
先
生
の
敬
称
は
略
し
ま
す
）。

　
　

１
組　
　
　
　

２
組　
　
　

３
組

　

杉
村
（
国
漢
）
東
（
英
語
）
横
山
（
社
会
）

　
　

４
組　
　
　
　

５
組　
　
　
　

６
組

　

黒
田
（
書
道
）
佐
藤
（
社
会
）
田
村
（
国
漢
）

　

三
年
の
教
室
は
第
一
期
に
完
成
し
た
南
側
に

直
列
し
た
教
室
で
す
。
小
使
室
（
用
務
員
室
）

か
ら
６
組
ま
で
長
い
廊
下
で
学
年
が
つ
な
が
り

ま
し
た
。
腰
高
の
教
室
は
、
日
照
が
入
り
に
く

く
、
少
し
暗
い
建
物
で
し
た
。

　

休
み
時
間
や
朝
の
行
き
帰
り
に
は
、
１
年
２

年
同
級
の
友
と
も
賑
や
か
に
か
わ
す
挨
拶
や
会

話
が
は
ず
み
ま
す
。
友
人
の
紹
介
で
友
達
の
輪

が
広
が
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、池
上
線
の
吊
革
（
通
学
で
一
緒
）

の
親
友
で
ク
ラ
ス
が
違
っ
た
Ｔ
君
が
長
く
欠
席

し
て
い
る
か
ら
と
の
こ
と
で
、
杉
村
先
生
か
ら

の
指
図
で
彼
の
家
を
尋
ね
ま
し
た
。
聡
明
で
何

時
も
明
る
く
皆
か
ら
尊
敬
さ
れ
て
い
た
彼
に
は

両
親
が
い
な
く
て
お
姉
さ
ん
の
手
で
学
校
に
来

て
い
て
そ
の
姉
を
助
け
た
い
一
心
で
仕
事
を
し

て
い
た
と
の
こ
と
。
姉
を
思
い
遣
る
彼
に
私
は

心
を
う
た
れ
、
何
も
し
て
や
れ
な
い
ジ
レ
ッ
タ

サ
で
、
そ
の
夜
は
興
奮
し
て
眠
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
清
く
生
き
る
彼
の
心
の
優
し
さ
、
温
か
さ

が
今
で
も
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　

杉
村
先
生
は
い
た
く
心
配
さ
れ
、
義
務
教
育

用
さ
れ
ま
し
た
。
田
園
調
布
か
ら
徒
歩
一
五
分

の
閑
静
な
緑
豊
か
な
丘
陵
の
建
物
で
す
。

　

一
泊
二
食
の
合
宿
形
式
で
す
が
、
食
糧
は
自

前
で
し
た
。
学
外
教
育
と
懇
談
の
場
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、
解
放
気
分
が
先
立
っ
て
騒
ぎ
が
ひ

ど
く
て
家
塾
に
お
住
ま
い
の
先
生
か
ら
叱
ら
れ

る
組
も
あ
り
ま
し
た
。

　

も
と
も
と
田
園
家
塾
は
前
校
長
金
井
先
生

が
、
教
室
・
教
科
か
ら
解
放
さ
れ
た
人
間
教
育
、

人
生
教
育
の
場
の
構
想
を
も
っ
て
建
て
ら
れ
た

も
の
で
し
た
。
教
師
と
生
徒
、
生
徒
間
、
先
輩

後
輩
な
ど
の
人
間
的
触
れ
あ
い
を
求
め
て
師
弟

寝
食
を
共
に
し
て
、
塾
庭
の
掃
除
（
寺
で
の
作

務　

サ
ム
）、
五
勧
文
の
朗
唱
、
一
汁
一
菜
の

粗
食
な
ど
仏
教
・
儒
教
や
各
種
求
道
の
精
神
を

も
っ
て
行
う
神
聖
な
場
所
で
あ
っ
た
と
聞
か
さ

れ
ま
し
た
。
養
生
閣
と
称
し
、
そ
の
養
生
閣
の

大
太
鼓
が
鳴
ら
す
音
か
ら
始
ま
る
一
日
の
緊
張

感
が
伝
わ
る
よ
う
で
し
た
。

　

田
園
家
塾
と
同
様
に
、
伝
統
的
な
修
練
場
と

し
て
、
世
田
谷
の
東
光
原
、
多
摩
川
の
清
明
原

で
の
農
園
作
業
が
復
活
し
ま
し
た
。
先
輩
の
話

に
よ
る
と
、
昔
は
農
園
作
業
を
怠
る
と
ゲ
ー
ト

ル
の
ま
ま
座
ら
せ
ら
れ
た
そ
う
で
す
が
、
私
た

ち
に
は
そ
の
よ
う
な
修
練
の
場
と
い
う
よ
り
食

糧
生
産
の
一
助
と
い
う
考
え
で
の
奉
仕
で
し
た
。

　

農
作
業
と
言
え
ば
、
戦
後
に
代
々
木
練
兵
場

の
跡
地
が
解
放
さ
れ
て
一
商
で
使
用
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
サ
ツ
マ
イ
モ
を
植
え
た
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。
し
か
し
収
穫
前
に
な
っ
て
、
米
軍

の
兵
舎
建
築
の
た
め
に
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
で
一
瞬

の
う
ち
に
潰
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。　

食
糧

難
の
時
代
で
す
。
悔
し
さ
い
っ
ば
い
で
し
た
。

そ
れ
以
上
に
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
と
い
う
巨
大
な
機

械
に
踏
み
つ
ぶ
さ
れ
た
こ
と
が
、
ア
メ
リ
カ
に

物
量
作
戦
で
負
け
た
こ
と
を
思
わ
せ
た
悔
し
さ

　

中
庭
も
で
き
て
植
木
も
植
え
ら
れ
、
陽
当
り

も
よ
く
、
小
さ
な
鉢
山
ガ
ー
デ
ン
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
バ
ラ
ッ
ク
の
教
室
で
も
本
当
に

満
足
し
ま
し
た
。
先
生
方
も
新
鮮
な
気
持
ち
で

講
義
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

運
動
場
も
広
く
整
備
さ
れ
、
野
球
部
は
山
手

通
り
側
に
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
が
張
ら
れ
、排
球
部
・

籠
球
部
、
陸
上
競
技
部
な
ど
は
そ
の
セ
ン
タ
ー

の
は
ず
れ
で
練
習
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
体
操
の
時
間
に
は
、
の
び
の
び
と
、
思
い

っ
き
り
体
を
動
か
せ
る
よ
う
に
も
な
っ
た
の
で

す
。
ク
ラ
ス
対
抗
の
野
球
試
合
が
で
き
る
よ
う

に
も
な
っ
た
の
で
す
。

　

本
当
の
一
商
生
活
が
、
こ
の
新
校
舎
と
校
庭

に
よ
っ
て
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

【
一
商
伝
統
の
教
育
　

　
　
　
田
園
家
塾
・
東
光
原
清
明
原
な
ど
】

　

正
規
の
時
間
以
外
に
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
が
設
置

さ
れ
、
先
生
と
生
徒
と
の
対
話
や
懇
親
会
も
催

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
田
園
家
塾
が

利
用
さ
れ
は
じ
め
ま
し
た
。
部
の
活
動
に
も
利

田園家塾−精神修養の道場−
生徒の精神修養の場として、昭和８年から昭和38年まで使用された
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高
専
の
高
等
教
員
検
定
試
験
に
合
格
。

　
　

フ
ィ
ゲ
ス
先
生
を
紹
介
、
生
粋
の
英
語
会

話
に
あ
た
ら
れ
ま
し
た
。

数
学
科
の
先
生

　
　

大
貫
先
生
は
ち
ょ
び
髭
を
は
や
し
て
、
何

時
も
鞭
を
も
っ
て
講
義
。
間
違
っ
た
答
え
や

宿
題
を
忘
れ
る
と
鞭
で
軽
く
叩
か
れ
通
し
、

怖
い
よ
う
で
親
し
め
る
先
生
で
し
た
。「
私

は
驚
い
た
よ
」
と
始
ま
る
私
市
先
生
は
幾
何

で
は
、「
椀
長
規
尺
」
を
乱
発
、
笑
わ
せ
な

が
ら
教
え
る
良
い
先
生
で
し
た
。

商
業
科
の
先
生

　
　

学
制
改
革
で
簿
記
は
一
年
二
年
三
年
各
年

で
簿
記
の
原
理
な
ど
ほ
ぼ
同
じ
内
容
で
、
精

算
表
作
り
の
繰
り
返
し
で
し
た
。
商
業
経
済

で
は
先
生
に
よ
っ
て
講
義
内
容
が
異
な
り
、

産
地
間
屋
か
ら
の
配
給
経
路
、
配
給
論
な
ど

興
味
が
も
て
、楽
し
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

学
制
改
革
で
の
移
行
期
な
ら
で
し
ょ
う
か
、

一
商
の
商
業
科
の
先
生
（
神
納
・
国
芳
・
阿

部
・
黒
田
）
が
中
心
と
な
っ
て
、
副
読
本
を

書
き
始
め
ら
れ
ま
し
た
。
た
だ
汚
点
で
し
た

の
が
山
田
三
郎
先
生
。
ヤ
マ
サ
ブ
と
生
徒
た

ち
に
嫌
が
ら
れ
た
先
生
で
す
。
ア
ル
バ
イ
ト

な
の
か
、
株
式
の
売
買
な
の
か
、
正
規
の
時

間
に
来
な
い
で
、
放
課
後
や
空
時
間
に
そ
の

補
講
と
し
て
時
間
を
と
り
、
生
徒
や
先
生
方

か
ら
批
判
さ
れ
、
ク
ラ
ス
全
員
が
集
団
脱
走

し
た
も
の
で
し
た
。
担
任
の
田
村
先
生
と
立

ち
合
い
で
話
し
合
い
ま
し
た
。

珠
算
科
の
先
生

　
　

稲
垣
先
生
が
夜
間
の
教
頭
先
生
に
転
じ
ら

れ
ま
し
た
。
珠
算
大
会
で
の
読
み
上
げ
は
、

ラ
ジ
オ
で
も
放
送
さ
れ
、
全
く
魅
了
し
て
お

り
ま
し
た
。
書
籍
や
演
習
帳
も
多
く
、
川
村

寛
治
（
後
に
三
菱
銀
行
な
ど
で
講
師
）
山
本

律
な
ど
が
大
き
く
改
正
・
整
備
が
急
速
に
進
み

ま
し
た
。
ま
た
戦
後
処
理
と
し
て
復
員
や
引
き

揚
げ
が
開
始
さ
れ
、
ラ
ジ
オ
放
送
「
尋
ね
人
」

も
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
と
し

て
、
全
日
本
水
泳
大
会
の
四
百
ｍ
自
由
形
で
世

界
新
記
録
を
マ
ー
ク
、
次
々
に
日
本
、
世
界
記

録
を
更
新
し
て
ゆ
き
ま
し
た
。

　

政
治
経
済
や
世
相
も
徐
々
に
好
転
し
て
き
ま

し
た
。

【
中
学
時
代
在
籍
さ
れ
た
先
生
が
た
】

　

当
時
の
先
生
方
は
随
分
異
動
が
激
し
か
っ
た

よ
う
で
す
。
戦
後
処
理
や
学
制
改
革
の
一
環
と

し
て
行
わ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
、
新
制
な
っ
た

中
学
の
校
長
や
教
頭
先
生
と
し
て
転
出
さ
れ
る

先
生
が
お
ら
れ
ま
し
た
。
一
方
、
武
市
校
長
は

教
育
界
で
有
名
を
は
せ
て
い
た
の
か
、
優
秀
な

先
生
方
を
招
き
入
れ
た
よ
う
で
す
。
中
に
は
、

市
川
先
生
、
阿
部
先
生
の
よ
う
に
一
商
卒
業
の

先
生
も
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

中
学
時
代
で
の
特
徴
あ
る
学
科
や
先
生
を
紹

介
し
て
み
ま
す
。

新
制
高
校
・
中
学
な
ど
へ
の
転
出

　
　

石
田
、
榊
原
、
大
貫
、
私
市
先
生
な
ど
が

新
制
の
高
校
、
中
学
に
転
出

社
会
科
の
先
生
方

　
　

社
会
科
の
先
生
方
は
、
戦
時
中
の
軍
国
主

義
か
ら
戦
後
の
民
主
化
教
育
に
代
わ
り
大
変

で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
憲
法
、
世
界
史
、
日

本
史
が
塗
り
替
え
ら
れ
、
戦
後
は
教
科
書

を
ぬ
り
つ
ぶ
し
ま
し
た
。

英
語
科
の
先
生
方

　
　

敵
国
語
と
さ
れ
て
教
科
書
も
な
く
、
ガ
リ

版
刷
り
の
教
科
書
つ
く
り
。
市
川（
繁
治
郎
）

先
生
の
着
任
は
干
天
に
慈
雨
と
さ
れ
た
（
東

先
生
談
）。
市
川
先
生
は
一
商
卒
業
後
一
年

余
を
経
ず
し
て
全
国
最
年
少
で
旧
制
大
学
・

た
り
、
た
と
え
車
両
の
中
に
入
れ
て
も
大
人
の

間
で
息
が
で
き
な
い
ほ
ど
で
し
た
。
東
京
急
行

電
鉄
（
Ｔ
Ｋ
Ｋ
）
の
名
は
「
と
て
も
こ
れ
で
は

殺
さ
れ
る
」と
読
み
か
え
ら
れ
た
も
の
で
し
た
。

　

学
校
の
帰
り
に
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
と
き
に
は
賑
や
か
に
な
っ
て
き
た
渋
谷
の

闇
市
を
ち
ょ
っ
と
覗
い
た
り
、
よ
う
や
く
建
ち

は
じ
め
た
そ
ば
屋
に
立
ち
寄
っ
た
り
も
し
ま
し

た
。
本
屋
に
新
し
い
本
や
雑
誌
も
売
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
、
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
な
ど
の

月
刊
誌
、
ざ
ら
紙
に
印
刷
さ
れ
た
三
国
志
な
ど

を
競
っ
て
買
っ
た
も
の
で
す
。
街
に
は
映
画
も

上
映
さ
れ
始
め
、
映
画
の
主
題
歌
「
リ
ン
ゴ
の

歌
」、「
旅
の
夜
風
」
な
ど
庶
民
の
心
を
和
ま
せ

る
流
行
歌
が
流
れ
、「
港
が
見
え
る
丘
」「
夢
淡

き
東
京
」
な
ど
が
、
笠
置
シ
ズ
子
の
「
ブ
ギ
」

が
流
れ
始
め
て
き
ま
し
た
。ま
た
ラ
ジ
オ
で
は
、

「
鐘
の
鳴
る
丘
」「
向
こ
う
三
軒
両
隣
」「
二
十

の
扉
」
な
ど
の
娯
楽
番
組
が
、
ラ
ジ
オ
の
進
駐

軍
放
送
Ｗ
Ｖ
Ｔ
Ｒ
で
は
ス
ウ
ィ
ン
グ
ジ
ャ
ズ
も

流
れ
、
ア
メ
リ
カ
の
生
活
の
豊
か
さ
を
思
い
知

ら
さ
れ
ま
し
た
。

　

手
伝
い
で
使
っ
て
い
た
貴
重
な
自
転
車
が
盗

難
に
あ
っ
て
父
親
に
怒
ら
れ
ま
し
た
が
、「
自

転
車
泥
棒
」
と
い
う
イ
タ
リ
ア
映
画
が
上
映
さ

れ
た
の
は
そ
の
あ
と
す
ぐ
で
し
た
。よ
う
や
く
、

「
鉄
腕
タ
ー
ザ
ン
」「
キ
ュ
ー
リ
ー
夫
人
」「
カ

サ
ブ
ラ
ン
カ
」
な
ど
輸
入
洋
画
も
上
映
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
世
相
も
な
ん
と
か
落
ち
着
き

始
め
て
い
ま
し
た
。

　

昭
和
二
十
三
年
に
は
東
京
裁
判
で
東
條
英
機

ら
戦
犯
の
最
終
判
決
も
あ
り
ま
し
た
。

　

前
年
に
日
本
国
憲
法
が
施
行
さ
れ
、
米
国
の

占
領
政
策
で
経
済
民
主
化
の
一
環
と
し
て
財
閥

解
体
を
目
指
し
、
独
占
禁
止
法
な
ど
戦
前
の
法

機
も
普
及
し
始
め
て
い
た
の
が
拍
車
を
か
け
て

い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
宿
題
が
あ
っ
た
と
き
、

期
末
や
中
間
試
験
の
と
き
に
は
、
ロ
ー
ソ
ク
を

つ
け
て
本
を
斜
め
に
し
て
勉
強
し
た
も
の
で
し

た
。

　

私
た
ち
生
徒
は
商
家
で
は
店
の
手
伝
い
、
勤

め
人
の
家
で
は
食
糧
の
買
出
し
の
手
伝
い
を
し

て
い
ま
し
た
。
私
の
家
は
問
屋
で
し
た
の
で
山

手
線
の
一
番
電
車
で
仕
入
先
の
工
場
か
ら
一
つ

で
も
多
く
買
っ
て
帰
る
手
伝
い
を
し
、
食
品
店

の
友
達
は
一
番
に
築
地
に
駆
け
つ
け
父
親
に
代

わ
っ
て
仕
入
を
し
て
学
校
に
ゆ
き
、
学
校
が
終

わ
れ
ば
早
く
帰
っ
て
店
の
手
伝
い
も
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
一
商
に
通
う
だ
け
で
も
楽
し

い
の
で
す
。
で
も
一
商
の
友
人
の
家
は
ど
ち
ら

か
と
言
え
ば
恵
ま
れ
て
い
た
家
庭
が
多
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。

　

街
に
は
戦
争
の
被
害
で
家
や
家
族
を
失
っ
た

浮
浪
者
や
身
寄
り
の
な
い
傷
痍
軍
人
の
姿
が
多

く
眼
に
と
ま
り
ま
す
。
生
徒
の
中
に
は
、
世
の

流
れ
同
様
に
不
良
化
す
る
者
も
出
て
、
先
生
方

の
世
話
に
な
っ
た
者
も
い
た
よ
う
で
す
。
先
輩

た
ち
の
話
で
は
、
予
科
練
崩
れ
の
者
も
い
た
よ

う
で
、
ま
た
新
聞
の
報
道
に
載
る
よ
う
な
事
件

に
関
与
し
た
者
も
い
た
よ
う
で
す
。

　

そ
ん
な
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
規
律
を
重
ん
じ

て
校
門
に
先
生
が
立
っ
て
、
生
徒
の
登
校
時
間

の
チ
ェ
ッ
ク
、
ポ
ケ
ッ
ト
の
中
や
身
体
検
査
も

行
わ
れ
ま
し
た
。
な
ん
と
戦
時
中
は
、
校
門
近

く
な
る
と
歩
調
を
と
れ
の
号
令
で
校
門
を
く
ぐ

っ
た
と
の
こ
と
、
そ
の
復
活
を
思
い
出
す
と
先

輩
方
が
言
わ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
校
庭
で
の
朝

礼
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

多
く
の
人
は
電
車
通
学
で
し
た
。
通
勤
地
獄

と
言
わ
れ
る
く
ら
い
混
雑
し
て
お
り
ま
し
た
。

窓
か
ら
乗
り
込
ん
だ
り
、
連
結
器
の
上
に
乗
っ
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長
五
郎
（
芝
商
）
先
生
と
と
も
に
全
国
に
知

ら
れ
た
先
生
で
し
た
。
阿
部
先
生
は
、
応
用

計
算
を
取
り
い
れ
、
後
日
の
実
務
検
定
試
験

へ
発
展
さ
せ
て
ゆ
か
れ
ま
し
た
。

美
術
・
書
道
科
の
先
生

　
　

音
楽
で
は
広
岡
先
生
、
作
曲
か
ら
授
業
、

部
活
動
で
大
変
指
導
力
を
発
揮
。

　
　

黒
田
先
生
は
、
一
商
生
の
筆
跡
を
特
徴
づ

け
て
し
ま
い
ま
し
た
。

体
育
科
の
先
生

　
　

慶
応
か
ら
秋
山
先
生
を
迎
え
、
翌
年
田
中

先
生
も
来
ら
れ
、
体
育
の
授
業
や
部
活
動
に

「
ユ
ー
ツ
ー
」
の
言
葉
で
活
気
を
与
え
て
く

れ
ま
し
た
。

【
戦
後
の
復
興
と
就
職
難
】

　

六
三
三
四
の
学
制
改
革
に
よ
っ
て
、
併
設
中

学
三
年
で
一
区
切
り
が
で
き
て
卒
業
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
旧
制
で
入
学
し
た
私
た
ち

で
し
た
が
、
家
庭
の
事
情
や
自
営
業
の
手
伝
い

の
た
め
や
む
な
く
こ
の
三
年
で
や
め
る
友
達
や

夜
間
部
に
変
わ
る
人
が
い
ま
し
た
。

　

顧
み
れ
ば
、
終
戦
僅
か
二
ケ
月
後
の
十
月
非

軍
事
化
と
民
主
化
の
推
進
が
行
わ
れ
、
天
皇
の

人
間
宣
言
、
各
界
指
導
者
の
公
職
追
放
が
指
令

さ
れ
、
教
育
基
本
法
と
六
三
三
四
制
の
学
校
教

育
法
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
独
占
禁
止
法
な
ど

に
よ
る
財
閥
解
体
、
小
作
人
を
中
心
と
し
た
農

地
改
革
な
ど
矢
継
ぎ
早
に
民
主
化
の
道
が
進
め

ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

第
二
次
吉
田
内
閣
が
長
期
安
定
政
権
を
確
立

し
た
と
こ
ろ
で
、
政
府
の
国
内
統
治
力
が
で
て

き
ま
し
た
。シ
ャ
ー
プ
勧
告
に
よ
る
税
制
改
革
、

一
ド
ル
３
６
０
円
の
為
替
レ
ー
ト
が
設
け
ら
れ

イ
ン
フ
レ
が
収
拾
さ
れ
る
前
夜
で
し
た
。
ア
ジ

ア
で
は
大
戦
後
で
独
立
国
が
誕
生
し
、
朝
鮮
半

島
で
は
南
に
韓
国
、
北
に
北
朝
鮮
が
成
立
し
、

中
国
で
は
毛
沢
東
を
主
席
と
す
る
中
華
人
民
共

和
国
が
成
立
し
た
よ
う
に
、
国
際
社
会
が
激
動

し
た
時
代
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
昭
和
二
四
年
当
時
ま
で
の
政

治
経
済
環
境
は
激
し
く
変
化
し
て
、
労
働
運
動

も
盛
ん
に
な
り
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
命
令
で
中
止
さ
れ

た
ゼ
ネ
ス
ト
も
企
画
さ
れ
大
変
な
就
職
難
の
時

代
で
し
た
。

　

就
職
紹
介
で
は
戦
前
か
ら
非
常
に
恵
ま
れ
て

い
た
一
商
で
さ
え
大
変
な
状
況
の
よ
う
で
し

た
。
旧
制
や
新
制
高
校
で
卒
業
す
る
就
職
希
望

者
に
加
え
て
、
新
制
中
学
で
就
職
を
希
望
す
る

者
を
な
ん
と
か
就
職
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、戦
災
で
就
職
の
資
料
が
焼
失
し
、

就
職
先
の
銀
行
・
会
社
の
状
況
が
分
か
ら
ず
、

会
社
の
人
事
担
当
者
も
変
わ
っ
て
い
て
大
変
苦

労
を
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。
台
湾
か
ら
引
き

揚
げ
ら
れ
た
中
島
先
生
、
三
菱
重
工
人
事
部
か

ら
杉
村
先
生
を
招
き
、
両
先
生
が
中
心
と
な
っ

て
当
座
の
就
職
を
な
ん
と
か
収
め
ら
れ
た
よ
う

で
す
。
連
日
連
夜
就
職
先
を
訪
問
さ
れ
、
靴

を
修
理
、
買
換
え
た
と
言
わ
れ
、
給
与
所
得
者

の
先
生
に
は
そ
の
負
担
が
大
き
か
っ
た
よ
う
で

す
。
し
か
し
、
就
職
情
報
は
多
岐
多
様
に
わ
た

る
の
で
、
そ
の
情
報
の
整
備
、
就
職
先
と
の
コ

ン
タ
ク
ト
な
ど
こ
れ
か
ら
も
大
変
な
苦
労
を
さ

れ
た
よ
う
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
、
就
職
難
を
克
服
さ
れ
、

全
員
就
職
さ
せ
た
と
の
こ
と
で
す
。
就
職
先
は

株
式
市
場
が
オ
ー
プ
ン
し
た
証
券
会
社
や
銀
行

な
ど
の
金
融
機
関
、
繊
維
な
ど
三
白
の
メ
ー
カ

ー
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

世
の
中
が
真
っ
暗
中
に
あ
っ
て
、
先
輩
が
築

き
あ
げ
た
お
か
げ
で
ま
た
先
生
が
た
の
奮
闘
に

よ
っ
て
就
職
面
で
一
商
に
は
曙
光
が
見
え
て
き

ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　

第
一
章　

お
わ
り
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６
．
閉　

会

　
　

以
上
を
も
っ
て
、
本
日
の
議
事
を
終
了
、

議
長
は
午
後
３
時
閉
会
を
宣
し
た
。

平
成
25
年
６
月
23
日

　

東
京
都
立
第
一
商
業
高
等
学
校

　

同
窓
会
定
時
総
会

　
　
　

議
長　

会
長　
　

大　

槻　
　
　

實

は
大
槻
会
長
が
小
林
三
郎
監
事
、
粕
谷
幸

男
監
事
、鵜
沢
正
二
監
事
の
再
任
を
求
め
、

こ
れ
を
諮
っ
た
と
こ
ろ
、
出
席
会
員
異
議

な
く
承
認
可
決
さ
れ
た
。
被
選
任
者
は
就

任
を
承
諾
し
た
。

第
８
号
議
案　

そ
の
他
の
事
項
承
認
の
件

　
　

菊
池
副
会
長
が
新
た
に
起
案
し
た
死
亡

弔
慰
金
規
定
に
つ
い
て
議
事
資
料
を
基
に

し
て
説
明
後
、
本
議
案
の
承
認
を
諮
っ
た

と
こ
ろ
、
規
定
の
名
称
を
弔
慰
金
規
定
に

改
訂
す
る
こ
と
を
前
提
に
出
席
会
員
異
議

な
く
承
認
可
決
さ
れ
た
。

　

４
―２　

報
告
事
項

⑴　

会
報
47
号
、
48
号
の
発
行
と
49
号
の
発

行
予
定
の
報
告
を
山
崎
広
報
委
員
長
が
行

っ
た
。

⑵　

平
成
25
年
度
賛
助
会
費

　
　

山
本
財
務
副
委
員
長
が
年
会
費
及
び
賛

助
会
費
の
途
中
結
果
に
つ
い
て
報
告
を
行

っ
た
。

⑶　

第
21
回
東
京
校
歌
祭
参
加

　
　

中
林
親
睦
委
員
長
が
東
京
校
歌
祭
の
開

催
予
定
に
つ
い
て
報
告
を
行
っ
た
。

⑷　

新
理
事
選
任

　
　

会
則
第
６
条
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
、
菊
池
副
会
長
が
第
90
期
生
の
理
事
選

任
に
つ
い
て
報
告
を
行
っ
た
。

⑸　

そ
の
他

　
　

菊
池
副
会
長
が
今
期
の
事
業
計
画
案
に

あ
る
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
の
素
案
に
つ

い
て
説
明
を
行
っ
た
。

５
．
そ
の
他

　
　

開
会
に
あ
た
っ
て
大
槻
實
会
長
が
開
会
の

挨
拶
を
、
ま
た
、
閉
会
に
際
し
て
山
田
和
人

副
校
長
並
び
に
石
田
謙
司
副
会
長
が
閉
会
の

挨
拶
を
行
っ
た
。

に
お
け
る
収
支
計
算
書
、
及
び
貸
借
対
照

表
の
監
査
結
果
は
、
監
査
報
告
書
の
と
お

り
適
正
で
あ
る
旨
の
報
告
が
あ
っ
た
後
、

本
議
案
の
承
認
を
諮
り
、
出
席
会
員
異
議

な
く
承
認
可
決
さ
れ
た
。

第
３
号
議
案　

平
成
25
年
度
（
平
成
25
年
４

月
１
日
か
ら
平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で
）

　
　

平
成
25
年
度
事
業
計
画
案
承
認
の
件

　
　

大
槻
会
長
が
議
事
資
料
を
基
に
し
て
説

明
後
、
本
議
案
の
承
認
を
諮
り
、
出
席
会

員
異
議
な
く
承
認
可
決
さ
れ
た
。

第
４
号
議
案　

平
成
25
年
度
（
平
成
25
年
４

月
１
日
か
ら
平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で
）

　
　

平
成
25
年
度
収
支
予
算
案
承
認
の
件

　
　

山
本
副
会
長
（
財
務
副
委
員
長
）
が
議

事
資
料
を
基
に
し
て
説
明
後
、
本
議
案
の

承
認
を
諮
り
、
出
席
会
員
異
議
な
く
承
認

可
決
さ
れ
た
。

第
５
号
議
案　

母
校
創
立
１
０
０
周
年
記
念

事
業
案
承
認
の
件

　
　

本
議
案
の
承
認
を
諮
っ
た
が
、
菊
池
副

会
長
は
次
の
総
会
に
て
再
提
案
す
る
こ
と

に
し
た
。

第
６
号
議
案　

会
則
改
訂
承
認
の
件

　
　

菊
池
副
会
長
が
議
事
資
料
を
基
に
し
て

説
明
後
、
本
議
案
の
承
認
を
諮
り
、
出
席

会
員
異
議
な
く
承
認
可
決
さ
れ
た
。

第
７
号
議
案　

役
員
改
選
の
件

　
　

会
則
第
６
条
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
、
会
長
の
改
選
に
当
た
っ
て
は
大
槻
会

長
が
菊
池
副
会
長
を
指
名
し
、
こ
れ
を
諮

っ
た
と
こ
ろ
、
出
席
会
員
異
議
な
く
承
認

可
決
さ
れ
た
。
監
事
の
改
選
に
当
た
っ
て

１
．
日
時
・
場
所

　
　

平
成
25
年
６
月
23
日
（
日
曜
日
）

　
　

午
後
１
時　

ア
イ
ビ
ー
ホ
ー
ル
青
学
会
館

２
．
出
席
会
員
数

　
　

57
名

３
．
出
席
役
員（
決
議
事
項
関
係
役
員
及
び
監
事
）

　
　

大
槻
實
会
長
、
菊
池
敏
郎
副
会
長
、
石
田

謙
司
副
会
長
、
山
崎
松
夫
副
会
長
、
中
林
雅

一
副
会
長
、
山
本
剛
副
会
長
、
小
林
三
郎
監

事
、
粕
谷
幸
男
監
事
、
鵜
沢
正
二
監
事

４
．
議
事
の
経
過
の
要
領
及
び
そ
の
結
果

　
　

会
則
第
８
条
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

会
長
大
槻
實
が
議
長
と
な
り
、
定
刻
開
会
を

宣
し
、平
成
25
年
度
定
時
総
会
を
開
催
し
た
。

　

４
―１　

決
議
事
項

第
１
号
議
案　

平
成
24
年
度
（
平
成
24
年
４

月
１
日
か
ら
平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で
）

　
　

平
成
24
年
度
事
業
報
告
承
認
の
件

　
　

菊
池
副
会
長
が
議
事
資
料
を
基
に
し
て

説
明
後
、
本
議
案
の
承
認
を
諮
り
、
出
席

会
員
異
議
な
く
承
認
可
決
さ
れ
た
。

第
２
号
議
案　

平
成
24
年
度
（
平
成
24
年
４

月
１
日
か
ら
平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で
）

　
　

平
成
24
年
度
会
計
報
告
承
認
の
件
、
同
監

　
　

査
報
告
の
件

　
　

山
本
副
会
長
（
財
務
副
委
員
長
）
が
議

事
資
料
を
基
に
し
て
説
明
後
、
議
長
が
会

則
第
７
条
５
項
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
、
監
事
に
対
し
監
査
報
告
を
求
め
た
と

こ
ろ
、
粕
谷
幸
男
監
事
よ
り
平
成
24
年
度

平
成
25
年
度 

総
会
議
事
録

来年の総会のお知らせ
平成26年６月７日㈯ 午後３時30分〜５時　会場：母校 都立一商
なお、総会の前にホームカミングデーを下記の通り開催致します。
　●午後１時30分〜２時　講演会
　●午後２時〜３時20分　在校生の演技
　●参加費　１，０００円
参加ご希望の方は同窓会事務局へご一報下さい。ホームカミングデーの無料ご招待は
来年は50期（Ｓ48年卆）60歳と新卒業生（91期）の方々です。
来年から毎年６月の第１土曜日に母校一商に於て行います。毎日新聞、読売新聞㈫夕
刊シティライフを注意してご覧下さい。なお、年会費、賛助会費をお支払いの方には
別途お知らせしますので、ご友人等お誘い合わせの上、何卒ご参加下さい。
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と
な
り
ま
し
た
。
初
め
に
亡
く
な
ら
れ
た
先
輩

方
を
偲
び
黙
祷
を
捧
げ
、
全
員
か
ら
思
い
出
話

な
ど
を
頂
き
、
最
後
に
校
歌
を
斉
唱
。
最
終
回

の
為
、
残
念
、
寂
し
い
と
の
お
話
が
殆
ど
で
し

た
。
関
西
鉢
山
会
創
設
者
の
島
影
恒
治
様
（
十

四
期
）
か
ら
の
差
入
れ
を
頂
き
、総
会
終
了
後
、

近
く
の
喫
茶
店
に
て
談
笑
、
散
会
し
ま
し
た
。

最
終
回
事
務
局
と
し
て
、
閉
会
の
報
告
を
す
る

こ
と
と
な
り
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
皆
様

の
ご
協
力
に
よ
り
「
関
西
鉢
山
会 

五
〇
年
の

あ
ゆ
み
（
主
に
平
成
の
二
三
年
間
）」
を
平
成

二
三
年
一
二
月
に
発
行
で
き
関
西
鉢
山
会
の
記

録
を
少
し
で
も
残
せ
た
の
は
よ
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。昨
年
逝
去
さ
れ
ま
し
た
猪
股
尚
冶
様（
九

期
）、
村
西
勇
様
（
一
六
期
）、
中
濱
務
様
（
二

三
期
）
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

　

今
回
の
参
加
者
は（
敬
称
略
）有
澤
清
治（
一

九
期
）
原
田
照
男
（
二
二
期
）
平
田
栄
治
（
二

七
期
）
浜
田
綽
子
（
三
〇
期
）
杉
本
喜
佐
子
（
三

二
期
）
佐
藤
俊
子
（
三
二
期
）
横
井
貞
子
（
三

二
期
）
早
川
勝
弘
（
三
四
期
）
宮
田
実
（
三
五

期
）
辻
村
靖
子
（
三
五
期
）
青
木
佐
加
枝
（
三

五
期
）
宇
治
智
津
子
（
三
五
期
）
丸
山
照
夫
（
三

五
期
）
鈴
木
正
道
（
三
九
期
）
田
中
直
子
（
四

六
期
）
西
尾
み
ず
江
（
四
六
期
）
長
谷
川
紀
子

（
五
五
期
）
で
し
た
。
淋
し
い
で
す
が
関
西
鉢

山
会
最
終
回
の
報
告
と
致
し
ま
す
。

　

第
五
二
回
総
会
（
最
終
回
）
を
平
成
二
五
年

五
月
二
九
日
、
大
阪
心
斎
橋
、「
大
成
閣
」
に

て
開
催
。
関
西
鉢
山
会
は
第
一
回
を
昭
和
三
六

年
（
一
九
六
一
年
）
七
月
設
立
総
会
以
来
毎
年

開
催
し
て
き
ま
し
た
が
、
参
加
者
が
少
な
く
な

り
今
回
を
も
っ
て
閉
会
と
致
し
ま
す
。
長
い
間

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
回
の
参
加
者

は
最
終
回
の
為
、
都
合
を
つ
け
て
出
席
頂
い
た

方
が
多
く
十
七
名
と
十
年
ぶ
り
に
多
い
参
加
者

 
関
西
鉢
山
会
は

　 
今
回（
第
五
二
回
）で
閉
会

事
務
局　

丸
山　

照
夫
（
三
五
期
）

●
歴
史
資
料
委
員
会
（
石
田
謙
司
委
員
長
・
小
林
直
貴
副
委
員
長
）

　

歴
史
資
料
委
員
会
は
現
在
５
年
後
の
一
商
１
０
０
周
年
の
記
念
誌
発
行
に
向
け
て
資
料
収
集

に
努
力
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
一
端
と
し
て
の
活
動
状
況
（
資
料
収
集
内
容
の
一
部
）
を
報

告
い
た
し
ま
す
。

　

平
成
24
年
６
月
10
日　

東
京
商
科
大
学
一
覧
（
国
会
図
書
館
蔵
）
を
も
と
に
第
１
期
か
ら
19

期
ま
で
、
母
校
か
ら
東
京
商
大
（
現
一
橋
大
学
）
の
入
学
者
を
調
べ
る
。
本
日
は
第
一
回
目
、

５
期
ま
で
。
総
数
13
名
（
但
し
、本
籍
を
東
京
都
と
す
る
者
の
み
）
午
後
１
時
よ
り
６
時
ま
で
、

同
窓
会
事
務
所
、
以
下
同
じ
）

　

同
８
月
11
日　

６
期
か
ら
９
期
ま
で
（
同
20
名
）

　

同
９
月
１
日　

10
期
か
ら
13
期
ま
で
（
同
58
名
）

　

同
10
月
18
日　

14
期
か
ら
19
期
ま
で
（
同
１
２
２
名
・
17
期
は
解
読
不
明
の
個
所
あ
り
）

　

３
期
石
黒
四
郎
、
14
期
小
瀬
務
は
、
そ
れ
ぞ
れ
本
籍
地
が
広
島
、
奈
良
で
あ
る
た
め
、
こ
こ

に
は
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
、
入
学
者
の
実
数
は
こ
れ
を
は
る
か
に
超
え
る
と
推
測
さ

れ
る
。
19
期
は
42
名
と
い
う
大
量
の
入
学
者
が
あ
り
、
こ
れ
は
当
時
、
東
京
商
大
新
入
生
の
約

10
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
。
現
在
で
も
一
橋
大
学
の
新
入
生
の
約
10
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
高

校
は
皆
無
で
あ
る
。

　

因
み
に
、
当
時
の
受
験
雑
誌
「
受
験
戦
」
に
よ
る
と
、
昭
和
11
年
の
一
高
合
格
者
は
、
府
立

一
中
38
名
、
府
立
四
中
29
名
、
府
立
五
中
21
名
、
神
戸
中
６
名
、
開
成
中
５
名
、
府
立
一
商
２

名
で
、
商
業
高
校
か
ら
一
高
へ
複
数
の
合
格
者
を
出
し
た
の
は
母
校
一
商
の
み
。
こ
の
年
、
母

校
か
ら
東
京
商
大
へ
20
名
以
上
の
合
格
者
を
出
し
て
い
る
、
ま
さ
に
天
下
の
一
商
、
面
目
躍
如

た
る
も
の
が
あ
る
。

　

歴
史
資
料
購
入
（
聖
智
文
庫
よ
り
、
鈴
木
忠
男
（
３
期
）
旧
蔵
）

　
　

東
京
府
立
第
一
商
業　

軍
事
演
習
〈
富
士
裾
野
〉（
写
真
６
葉
）
昭
和
３
年

　
　
　
　

〃　
　
　
　
　
　

軍
事
演
習
行
軍
〈
富
士
裾
野
〉（
写
真
５
葉
）
昭
和
４
年

　
　
　
　

〃　
　
　
　
　
　

修
学
旅
行
〈
中
国
・
朝
鮮
〉（
写
真
８
葉
）
昭
和
４
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

京
城･

昌
徳
院
〜
奉
天
〜
哈
爾
浜･

松
花
江
〜
旅
順･

二
〇
三
高
地
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

杭
州
〜
上
海
日
本
総
領
事
館
前
〜
東
京
駅
（
二
葉
）

　

寄
贈
品　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寄
贈
者

　

デ
イ
・
ト
デ
ィ
・
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ　
　
　
　

海
口　

頼
久
（
29
期
）

　

教
科
書　

中
等
音
楽
１
年
、
２
年
、
３
年

　

昭
和
29
年
同
窓
会
名
簿　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
橋　

慎
三
（
28
期
）

　

東
光
46
号
─
51
号　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
崎　

松
夫
（
46
期
）

　

吾
往
録　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
々
間
圭
作
（
18
期
）

　

舶
来
屋
一
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

秋
本　
　

鐘
（
25
期
）

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

関
西
鉢
山
会
最
終
回
の
報
告

関
西
鉢
山
会
最
終
回
の
報
告
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★年会費と賛助会費のお払込先　郵便振替口座番号　00100–9–664890
　　　　　郵便局の振替口座あて他金融機関からの振込用口座番号　〇一九(ゼロイチキュウ）店(店番019）当座0664890
　　　　　名称　都立第一商業高等学校同窓会

匿 名 希 望
卒 業 生

鈴 木 德 重
高 崎 史 郎

髙 橋 正 美
中 村 隆 英

諸 井 重 次
山 口 武 男

坂 本 昭 雄
砂 塚 昭 治

青 木 達 弥
秋 田 元 一
浅 井 英 一
家 田 和 利
近 藤 昭 作
佐 藤 静 一
清 水 官 祐

蓜 島 一 郎

山 﨑

竹 内 武 夫

赤 坂 一 夫

岡 野 力 男

福 島 三 郎

大 庭 保 夫
木 沢 励 樹

鈴 木 正 藏
関 谷 隆 二
西 川 俊 夫

簑 輪 弘 之
宮 﨑 保 夫

井 出 勝 男
植 田 和 幸

奥 山 吉 秀
小 田 憲 治
加 藤 勝 朗
小 池 勇 雄
小 作 定 男
小 林 三

浅 間 良 市
有 馬 栄 三
石 崎 康 雄
井 上 俊 彦
今 出 東 美
上 田 勇 吉

内 田 利 男
菊 池 敏 郎

木 島 邦 彦
小 林 静 司
齋 藤 善 穂
笹 尾 安 弘

里 見 啓 介

鈴 木 邦 忠
鈴 木 隆 久
鈴 木 昌 美

田 中 健 一
田 村 迪 夫
鶴 岡 篤 枝
永 井 経 夫

柳 田 俊 夫
山 﨑 祐 二
吉 田 清 一

飯 田

稲 村 良 作

小 川 明 子

木 村 修 一
木 村 輝 子
小 林 文 子
鹿 野 恵 三
鈴 木 庄 一
鈴 木 信 義
関 根 茂 夫

内 藤 秀 雄
長 澤 裕 子
根 津 光 治

茂 木 栄 三
望 月 一 雄

和 田 安 弘
渡 邊

青 木 英 光

岩 田 克 夫
浦 野 季 治
狩 野 誠 一

佐 藤 弘 隆
澤 田 克 正

永 井 良 忠
根 岸 弥 敬

松 野 正 義

山 中 一 子
和 田 貞 夫

赤 羽 康 平

石 原 マ サ

伊 藤 俊 一
井 上 三 郎

大 橋 佳 夫
岡 内 駿 介
岡 山 信 行
荻 原 輝 雄

加 藤 時 子

北 川 凱 生
倉 田 秀 子
小 林 武 夫
坂 下 賢 三
佐 野 光 也
篠 島 雄 一

下 山 政 助
正 田 健 三
白 川 健 二

鈴 木
武 内 裕 三
田 中 英 光
津 曲 正 尚
戸 塚 建 三
戸 蒔 広 子
長 尾 義 次
中 島 芳 明
中 根 正 昭
中 村 昌 弘

藤 原 憲 一

丸 山 照 夫
丸 山 政 次

向 山 光 枝
薮 崎 光 江
山

夫
柴 田 訓 光
白 澤 康 子
須 藤 康 平

富 田 章 子

水 井 高 志
宮 下 幸 子
八 代 康

石 田 謙 司
上 杉 光 子
牛 山 義 彦
大 野 晴 代

大 森 東 亜
岡 安 知 子
小 野 捷 司
尾 村 彰 彦
加 藤 弘 明
北 見 淳 子
斎 藤 晃 子
城 﨑 淑 子

鈴 木 利 昭

高 橋 広 子
田 島 嗣 也
丹 沢 栄 一
堂 野 孝 一
鳥 居 正 明

藤 森 弘 子
町 田 喜 弘
水 嶋 春 江
米 山 和 子

井 田 勝 巳
井 上 良 彦
木 我 春 雄

設 楽 和 男

髙 木 充 譲
髙 島 邦 昭

髙 野 直 子

長 南 和 子
並 木 逸 雄
長 谷 和 江

平 井 幸 子
前 田 勝 弘

天 野 弘 子
石 井 敏 勝

勝 尾 好 正
菊 地 光 子
岸 川 政 義

鈴 木 君 子
田 中 敬 子
戸 塚 洋 一

平 井 昭 子
山 田 政 枝
吉 田 一 夫
匿 名 希 望

秋 元 幸 雄
芥 川 英 子
麻 生 光 邦
飯 山 清 一
磯 部 宏 次
井 上 陽 一

煤 田 全 孝

中 山 隆 夫

藤 本 寿 美

猪 狩 正 雄
笠 原 芳 枝
熊 田 芳 子

鈴 木 敬 子
高 島 英 夫

藤 野 正 信
古 川 育 子
牟 田 元 子
簗 場 保 孝

岩 橋 四 郎
落 合 春 代

金 井 邦 彦

志 村 髙 一
白 須 哲 男
白 鳥 二 郎

土 本 章 子
長 崎 幸 彦

根 岸 良 久

伊 藤
上 杉 恭 子
大 森 寿 子

根 岸 秀 年

間 篠 静 江

小 野 富 治
本 田 常 道
山 岡 富 子

芦 澤 光 二
鈴 木 常 生

山 崎 松 夫

太 田 守 洋
尾 嶋 清 吾

馬 場 良 枝

宮 林 眞 人

須 藤 常 宏

八 鍬 秀 則

馬 返 秀 子

髙 野 賢 司

吉 村 綱 起

N_Kobayashi
タイプライターテキスト
個人情報保護のため、
HPでは非公開と
させていただきます。

N_Kobayashi
タイプライターテキスト

N_Kobayashi
タイプライターテキスト

N_Kobayashi
タイプライターテキスト

N_Kobayashi
タイプライターテキスト



(11)                                                  はちやま・一商鉢山会会報　№49                2013年（平成25年）９月１日

◦一商同窓会の活動は皆様の賛助会費と年会費で運営されております。
◦「都立一商同窓会」のホームページをご覧下さい。

平成25年度賛助会費および年会費中間報告 平成25年
７月末日現在

　本同窓会の運営は基本的には毎年の卒業生から納入され
る終身会費（１人５千円）総額百万円弱を以って資金とし
活動をするものですが、この金額では同窓会としての活動
は困難との判断から、平成五年度より同窓生の皆さんに１
口１万円の賛助会費をお願いし、歴史ある母校の同窓会が
名実共に会としての運営が出来るような財源確保の制度を
決めました。制度発足以来、毎年同窓生皆さんの絶大なご
援助を頂き、お陰様で別掲の通り本年は3,232,332円と

1,128,000円の実績をもちまして母校に相応しい同窓会に向
かって進みつつあります。
　そして昨年の総会後、年会費制の導入（年額2,400円）
により、広く皆様にご協力をお願いする事になり、その報
告も併せてさせていただきます。
　この大切な資金は有効に使用すべく役員一同努力致します。
　今後とも同窓会員の皆様の絶大なるご協力を賜りますよ
うお願い申し上げます。

無 記 名

北 川 凱 生

松 石 文 子

小 池 宜 夫

匿 名 希 望

藤 本 寿 美

匿 名 希 望
匿 名 希 望

N_Kobayashi
タイプライターテキスト

N_Kobayashi
タイプライターテキスト
個人情報保護のため、
HPでは非公開と
させていただきます。

N_Kobayashi
タイプライターテキスト

N_Kobayashi
タイプライターテキスト
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◦一商同窓会の活動は皆様の賛助会費と年会費で運営されております。
◦「都立一商同窓会」のホームページをご覧下さい。

　

世
話
人
…
大
槻　

實
、
小
林　

三
郎

■
31
期
同
期
会
（
喜
寿
の
集
い
）

　

年
月
日
…
平
成
24
年
４
月
８
日
㈰

　

会　

場
…
八
重
洲
冨
士
屋
ホ
テ
ル

　

出
席
者
…
70
名
＋
31
期
３
年
Ａ
組
担
任

　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　

正
先
生
ご
出
席

　

世
話
人
…
代
表　

飯
泉
善
一
郎(

Ｃ
組)

□
31
期
同
期
会
次
回
開
催
予
定
（
傘
寿
の
集
い
）

　

年
月
日
…
平
成
27
年
４
月
※
日
時
未
定

　

会
場
…
未
定(

母
校
or
母
校
の
近
く
で)

　

世
話
人
…
代
表　

宮
内　

実
太
郎(

Ｅ
組)

■
32
期
３
年
Ｃ
組
ク
ラ
ス
会

　

年
月
日
…
平
成
24
年
11
月
30
日
㈫

　

会　

場
…
都
立
小
石
川
後
楽
園
「
涵
徳
亭
」

　

出
席
者
…
12
名

　

幹　

事
…
吉
田　

清
一

■
32
期
同
期
会
（
３
２
１
会
）

　

年
月
日
…
平
成
25
年
３
月
２
日
㈯
午
後
１
時

　

会　

場
…
銀
座
７
丁
目
ラ
イ
オ
ン
ビ
ア
ホ
ー
ル

　

出
席
者
…
41
名
＋
21
期
３
Ｇ
担
任　

　
　
　
　
　
　
　
　

田
村　

清
先
生
ご
出
席

　

世
話
人
…
代
表　

菊
池　

敏
郎

□
（
32
期
同
期
会
は
毎
年
３
月
２
日
午
後
１
時
か
ら

　

同
じ
会
場
に
て
案
内
状
な
し
で
３
２
１
会
と
銘
打

　

っ
て
開
催
し
て
お
り
ま
す
。）

□
32
期
喜
寿
の
会
開
催
予
定

　

年
月
日
…
平
成
25
年
11
月
23
日
㈯
午
後
１
時

　

会　

場
…
＝
母
校
で
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
に

　
　
　
　
　

参
加
＝

　
　
　
　
　

懇
親
会  

原
宿｢

南
國
酒
家｣

午
後
５
時
半

　

世
話
人
…
代
表　

菊
池　

敏
郎

■
33
期
３
年
Ａ
組

　

ク
ラ
ス
会

　

年
月
日
…
平
成
25

　
　

年
１
月
21
日
㈰

　

会　

場
…

　
　
「
が
ん
こ
寿
司
」

　
　

銀
座
四
丁
目
店

　

出
席
者
…
15
名　

　

世
話
人
…

　
　

飯
塚　

忠
司

■
33
期
３
Ｂ
会

　

年
月
日
…
平
成
24

　
　

年
９
月
21
日
㈮

　

会　

場
…
「
住
友
化
学
参
宮
寮
」

　
（
七
友
会
）

　

年
月
日
…
平
成
25
年
12
月
６
日
㈮

　

会　

場
…
三
軒
茶
屋
キ
ャ
ロ
ッ
ト
タ
ワ
ー

　
　
　
　
　
「
ス
カ
イ
キ
ャ
ロ
ッ
ト
」

　

世
話
人
…
代
表　

秋
田　

元
一

■
25
期
５
年
２
組
ク
ラ
ス
会

　

年
月
日
…
平
成
25
年
3
月
12
日
㈫

　

会　

場
…
田
町
「
道
灌
か
が
り
」

　

出
席
者
…
8
名

　

幹　

事
…
秋
本　

鐘

■
25
期
１
年
１
組
ク
ラ
ス
会

　

年
月
日
…
平
成
25
年
６
月
12
日
㈬

　

会　

場
…
田
町
「
道
灌
か
が
り
」

　

出
席
者
…
９
名

　

幹　

事
…
秋
本　

鐘
、
大
内　

鋭
一

■
29
期
同
期
会

　

年
月
日
…
平
成
24
年
11
月
19
日
㈪

　

会　

場
…
渋
谷
東
急
エ
ク
セ
ル
ホ
テ
ル

　

出
席
者
…
34
名
＋
29
期
３
年
Ｄ
組
担
任　

　
　
　
　
　
　
　
　

田
村　

清
先
生
ご
出
席

　

世
話
人
…
代
表　

青
木　

生
夫
、
海
口　

頼
久

■
29
組
３
年
Ｆ
組
ク
ラ
ス
会

　
（
杉
の
子
会[
杉
村
一
雄
先
生
を
偲
ぶ
会]

）

　

年
月
日
…
平
成
25
年
５
月
20
日
㈪

　

会
場
…
青
山　

レ
ス
ト
ラ
ン
「
や
ま
と
」

　

出
席
者
…
13
名

　

世
話
人
…
代
表　

宮
崎　

保
夫

□
29
期
３
年
Ｆ
組
ク
ラ
ス
会
（
杉
の
子
会
）

　

次
回
開
催
予
定

　

年
月
日
…
平
成
26
年
５
月
20
日
㈫

　

会　

場
…
未
定

　

世
話
人
…
代
表　

宮
崎　

保
夫

■
29
期
３
年
Ａ
組
ク
ラ
ス
会

　

年
月
日
…
平
成
25
年
６
月
12
日
㈬

　

会　

場
…
品
川
駅
前
「
な
な
か
ま
ど
」

　

出
席
者
…
12
名

　

世
話
人
…
代
表　

青
木　

生
夫

■
30
期
Ｄ
組
ク
ラ
ス
会
（
松
友
会
）

　

年
月
日
…
平
成
25
年
４
月
20
日
㈯

　

会　

場
…
原
宿　
「
南
國
酒
家
」

　

出
席
者
…
７
名

　

世
話
人
…
大
槻　

實

□
30
期
同
期
会
次
回
開
催
予
定

　

年
月
日
…
平
成
26
年
４
月
16
日
㈫
午
前
11
時
～

　

会　

場
…
渋
谷
東
急
エ
ク
セ
ル
ホ
テ
ル

■
20
期
５
組
ク
ラ
ス
会
（
清
明
会
）

　

年
月
日
…
平
成
25
年
５
月
15
日
㈬

　

会　

場
…
赤
坂
「
青
山
荘
」

　

出
席
者
…
６
名

　

世
話
人
…
小
林　

伸

□
20
期
５
組
ク
ラ
ス
会
（
清
明
会
）
次
回
開
催
予
定

　

年
月
日
…
平
成
26
年
５
月
頃

　

会　

場
…
赤
坂
「
青
山
荘
」
予
定

　

世
話
人
…
小
林　

伸

■
23
期
２
組
ク
ラ
ス
会

　

年
月
日
…
平
成
25
年
６
月
９
日
㈫

　

会　

場
…
根
岸
「
笹
乃
雪
」

　

出
席
者
…
4
名

　

幹　

事
…
渡
邉　

巽
、
浅
井　

昭
治

■
23
期
５
組
ク
ラ
ス
会
（
一
土
会
）

　

年
月
日
…
平
成
25
年
７
月
11
日
㈭
定
例
会
場
に
て

　

出
席
者
…
11
名

□
23
期
５
組
ク
ラ
ス
会
（
一
土
会
）

　

年
月
日
…
月
例
昼
食
会
（
8
月
を
除
き
、
毎
月
）

　

会　

場
…
平
成
25
年
度　

　
　
　
　
　

竹
芝
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
「
リ
ラ
」

　
　
　
　
　

但
し
、
平
成
25
年
12
月
は
新
宿
三
丁
目

　
　
　
　
　
「
鳥
ど
り
」

　

幹　

事
…
家
田　

和
利

□
一
土
会　

一
泊
バ
ス
旅
行

　

平
成
25
年
10
月
28
日
㈪
〜
10
月
26
日
㈫

　

行　

先
⇨
裏
磐
梯
（
高
円
寺
北
口
新
宿
よ
り
の
交

　
　
　
　
　

番
前　

10
月
28
日
午
前
8
時
30
分
発
）

※
参
加
者
募
集　

23
期
以
外
の
一
商
同
窓
会
会
員

の
方
、5
〜
6
名
の
余
裕
が
あ
り
ま
せ
す
の
で
、

是
非
、
ご
参
加
を
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

幹　

事
…
佐
藤　

恒
夫

　

連
絡
先　

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
３
─３
３
３
０
─３
２
２
１ 

　
　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
３
─３
３
３
０
─３
２
２
４

■
23
期
７
ク
ラ
ス
会

　
（
七
友
会
）

　

年
月
日
…
平
成
24
年

　
　
　
　

12
月
6
日
㈭

　

会　

場
…
三
軒
茶
屋

　

キ
ャ
ロ
ッ
ト
タ
ワ
ー

　
「
ス
カ
イ
キ
ャ
ロッ
ト
」

　

出
席
者
…
9
名

　

幹　

事
…
鈴
木
實
、

　
　
　
　

秋
田　

元
一

□
23
期
７
組
ク
ラ
ス
会

代表取締役　　大　野　　　進（38期）
　　 

株式会社  オージーフーズ
東京都渋谷区千駄ヶ谷5－32－7
NOF南新宿ビル2階　〒151-0051
Tel:03－5367－2327  Fax:03－5367－2328
Mobile:090－3047－0967
E-mai l: ohno-susumu@aussie-fan.co.jp

Susumu  Ohno

食品カタログ通販
TVショッピング
ダイレクト通販　その他

http://yom.sc/shop/8

株式会社 博文堂

オフセット印刷・デザイン・
カレンダー・帳票・封筒・名刺・etc

〒106-0044 東京都港区東麻布2-24-6
TEL   03-5114-6650
FAX   03-5571-6066

21世紀の印刷世界へ!
感動の息吹を皆様にお届けします

常　務　大橋　佳夫（35期）

23期七友会忘年会

同
期
会
・
ク
ラ
ス
会
・
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
／
Ｏ
Ｇ
会
開
催

33期３年A組クラス会

凡
例　

■
平
成
25
年
８
月
末
迄
に
開
催
済

　
　
　

□
９
月
以
降
に
開
催
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■
商
業
実
践
部
Ｏ
Ｂ
会
（
創
部
85
年
祝
賀
会
）

　

年
月
日
…
平
成
25
年
６
月
８
日
㈯　
　

　

会　

場
…
東
京
ガ
ス
青
山
ク
ラ
ブ

　

出
席
者
…
20
名

　

幹　

事
…
40
期　

伊
田
勝
商　
（
幹
事
持
ち
回
り
）

□
（
実
践
部
Ｏ
Ｂ
会
は
毎
年
６
月
第
二
土
曜
日
に
実

　

施
）

□
響　

会
（
吹
奏
楽
部
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
）
創
部
85
年

　

祝
賀
会

　

年
月
日
…
平
成
25
年
10
月
5
日
㈯

　

会　

場
…
霞
ヶ
関
法
曹
会
館

　

世
話
役
…
石
田　

謙
司

□
（
響
会
Ｏ
Ｂ
会
・
Ｏ
Ｇ
会
は
５
年
ご
と
に
実
施
）

■
数
学
研
究
部
Ｏ
Ｂ
会
（
創
部
62
年
）　

　

年
月
日
…
平
成
24
年
9
月
8
日
㈯
12
時
～
14
時　

　

会　

場
…
東
京
ガ
ス
四
谷
ク
ラ
ブ

　

出
席
者
…
24
名

　
　
　
　
　
（
荒
井
淳
雄
先
生
と
ご
夫
人
ご
出
席
）

　

世
話
人
…
代
表　

梶
浦　

征
治
（
36
期
）

□
数
学
研
究
部
Ｏ
Ｂ
会
次
回
開
催
予
定　

　

年
月
日
…
平
成
25
年
9
月
7
日
㈯
13
時
～
15
時　

　

会　

場
…
新
宿
・
小
田
急
百
貨
店
15
階
「
さ
が
み
」

　

世
話
人
…
代
表　

笠
倉
俊
夫
（
40
期
）

■
剣
道
部
Ｏ
Ｂ
会
（
鉢
剣
会
）

　

年
月
日
…
平
成
24
年
11
月
16
㈮
～
17
日
㈯

　

会　

場
…
湯
河
原
「
四
季
彩
」

　

出
席
者
…
10
名

　

幹　

事
…
秋
田　

洋
、
古
川　

静
治
（
42
期
）

■
柔
道
部
Ｏ
Ｂ
会
（
一
柔
会
）

　

年
月
日
…
平
成
25
年
4
月
16
日
㈫
12
時
～
14
時　

　

会　

場
…
渋
谷
東
急
エ
ク
セ
ル
ホ
テ
ル

　

出
席
者
…
25
名

　

幹　

事
…
代
表　

井
上　

七
郎
（
39
期
）

□
柔
道
部
Ｏ
Ｂ
会
次
回
開
催
予
定

　

年
月
日
…
平
成
26
年
4
月
16
日
㈬
12
時
～
14
時

　

会　

場
…
渋
谷
東
急
エ
ク
セ
ル
ホ
テ
ル

　

幹　

事
…
代
表　

井
上　

七
郎
（
39
期
）

■
一
柔
会
ゴ
ル
フ
部
会

　

年
月
日
…
平
成
25
年
5
月
17
日
㈮

　

コ
ー
ス
…
こ
だ
ま
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
（
埼
玉
県
）

　

出
席
者
…
４
組

　

世
話
人
…
代
表　

坂
田　

潔
（
39
期
）

□
一
柔
会
ゴ
ル
フ
部
会
次
回
開
催
予
定
（
30
回
記
念

　

大
会
）

　

年
月
日
…
平
成
25
年
10
月
16
日
㈬
～
17
日
㈭

　

コ
ー
ス
…
小
幡
郷
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
（
群
馬
県
）

　

世
話
人
…
代
表　

坂
田　

潔
（
39
期
）

　
　
　
　
　

宜
夫
／
Ｃ
組　

隅
田　

美
枝
子
／
Ｆ
組

　
　
　
　
　

小
谷
津　

欣
望
／
Ｅ
組　

中
澤　

捷
雄

　
　
　
　
　

Ｇ
組　

井
上　

七
郎

□
39
期
同
期
会
次
回
開
催
予
定

　

年
月
日
…
一
商
１
０
０
周
年
時

　
　
　
　
　
（
平
成
30
年
開
催
・
詳
細
未
定
）

□
40
期
同
期
会[

昭
和
38
年
卒
］

　
（
卒
業
50
周
年
記
念
合
同
ク
ラ
ス
会
）

　

年
月
日
…
平
成
25
年
10
月
10
日
㈬　

出
欠
連
絡
は

　
　
　
　
　

各
組
幹
事
宛　

９
月
20
日
ま
で
に
！

　

会　

場
…
渋
谷
東
急
エ
ク
セ
ル
ホ
テ
ル

　

幹　

事
…
Ａ
組　

戸
塚
／
Ｂ
組　

横
田
／
Ｃ
組　

　
　
　
　
　

楠
／
Ｄ
組　

森
下
／
Ｅ
組　

吉
田
／
Ｆ

　
　
　
　
　

組　

持
田
／
Ｇ
組　

大
島
／
Ｈ
組　

関

　
　
　
　
　

口

■
41
期
同
期
会

　

年
月
日
…
平
成
25
年
１
月
26
日
㈯

　

会　

場
…
四
谷
駅　

主
婦
会
館
内　

　
　
　
　
　

レ
ス
ト
ラ
ン　
「
エ
フ
」

　

出
席
者
…
30
名

　

幹　

事
…
山
本　

剛
、
磯
部　

宏
次

□
41
期
同
期
会
次
回
開
催
予
定

　

年
月
日
…
平
成
26
年
１
月
25
日

　

会　

場
…
四
谷
駅　

主
婦
会
館
内　

　
　
　
　
　

レ
ス
ト
ラ
ン　
「
エ
フ
」

　

幹　

事
…
山
本　

剛
、
磯
部　

宏
次

□
（
41
期
同
期
会
は
毎
年
１
月
の
最
終
土
曜
日
に
時

　

間
・
場
所
も
同
じ
で
［
個
別
の
案
内
は
し
て
お
り

　

ま
せ
ん
。］
開
催
し
て
お
り
ま
す
。）

■
42
期
３
年
Ｂ
組
（
金
八
会
）

　

年
月
日
…
平
成
25
年
5
月
26
日

　

会　

場
…
新
丸
ビ
ル
６
階　
「
四
川
豆
花
飯
荘
」

　

出
席
者
…
19
名

　

世
話
人
…
笠
井　

貴
司
、
鵜
飼　

清
美

□
（
42
期
・
金
八
会
は
毎
年
定
期
的
に
五
月
頃
開
催
）

■
43
期
同
期
会

　

年
月
日
…
平
成
24
年
10
月
27
日
㈯

　

会　

場
…
渋
谷
東
武
ホ
テ
ル

　

出
席
者
…
73
名
＋
43
期
３
Ｆ
担
任

　
　
　
　
　
　
　
　

佐
々
木　

和
子
先
生
ご
出
席

　
　
　
　
　
　
　

＋
43
期
３
Ｈ
担
任　

　
　
　
　
　
　
　
　

田
村　

清
先
生
ご
出
席

　

幹　

事
…
代
表　

落
合　

春
代

□
44
期
同
期
会

　

年
月
日
…
平
成
25
年
11
月
23
日
㈯
午
後
１
時

　

会　

場
…
母
校
で
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
に
参
加

　
　
　
　
　

懇
親
会　

渋
谷　
「
権
八　

渋
谷
店
」

　

幹　

事
…
代
表　

福
田　

智
子

　

出
席
者
…
13
名

　

世
話
人
…
内
藤　

進

□
33
期
３
Ｂ
会
次
回
開
催
予
定

　

年
月
日
…
平
成
25
年
９
月
20
日
㈮

　

会　

場
…
「
住
友
化
学
参
宮
寮
」

　

世
話
人
…
内
藤　

進

□
33
期
３
年
Ｃ
組
ク
ラ
ス
会
開
催
予
定

　

年
月
日
…
毎
年
10
月
乃
至
11
月
に
開
催

　

会　

場
…
「
埼
玉
県
・
大
宮
周
辺
」

　

[

担
任　

川
原　

凌
先
生
を
囲
ん
で]

　

世
話
人
…
茂
木　

栄
三

□
34
期
同
期
会
開
催
予
定

　

年
月
日
…
平
成
25
年
10
月
10
日
㈭

　

会　

場
…
「
中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ
」

　

幹　

事
…
岩
田　

克
夫(

Ａ
組)

■
35
期
同
期
会

　

年
月
日
…
平
成
25
年
６
月
７
日
㈮

　

会　

場
…
Ｎ
Ｅ
Ｃ
ク
ラ
ブ(

芝
ク
ラ
ブ)

　

出
席
者
…
88
名
＋
35
期
Ｈ
担
任　

　
　
　
　
　
　
　
　

田
村　

清
先
生
ご
出
席

　

世
話
人
…
坂
下　

賢
三

■
36
期
同
期
会

　

年
月
日
…
平
成
24
年
10
月
４
日
㈭

　

会　

場
…
グ
ラ
ン
ド
ア
ー
ク
半
蔵
門
４
階　

　
　
　
　
　

富
士
西
の
間

　

出
席
者
…
90
名

　

幹　

事
…
代
表　

小
森　

規
與
志

■
37
期
同
期
会
「
珊
瑚
会
」

　

年
月
日
…
平
成
25
年
３
月
５
日
㈫

　

会　

場
…
八
重
洲
冨
士
屋
ホ
テ
ル

　

出
席
者
…
30
名
＋
37
期
３
Ａ
担
任　

　
　
　
　
　
　
　
　

田
村　

清
先
生
ご
出
席

　

幹　

事
…
代
表　

田
島　

嗣
也

■
37
期
３
・
Ｈ
「
鉢
山
会
」

　

年
月
日
…
平
成
25
年
６
月
１
日
㈯

　

会　

場
…
新
宿
高
島
屋
・
天
厨
菜
館

　

出
席
者
…
16
名

　

世
話
人
…
代
表　

丹
沢　

栄
一

□
37
期
３
・
Ｈ
「
鉢
山
会
」
次
回
開
催
予
定

　

年
月
日
…
平
成
26
年
６
月
７
日
㈯

　

会　

場
…
未
定

　

世
話
人
…
代
表　

大
竹　

英
一

■
39
期
同
期
会
（
古
希
を
祝
う
会
）

　

年
月
日
…
平
成
25
年
6
月
5
日
㈬

　

会　

場
…
渋
谷
東
急
エ
ク
セ
ル
ホ
テ
ル

　

出
席
者
…
78
名
＋

　
　
　
　
　

現　

戸
田
勝
昭
一
商
校
長
先
生
ご
出
席

　

発
起
人
…
Ａ
組　

諸
星　

百
合
子
／
Ｆ
組　

小
池

サイズ：名刺広告  左右30mm×天地  56mm  ￥  3,000
  モノクロ（1／8）左右  88mm×天地  56mm  ￥10,000
　　　　（1／4）左右180mm×天地  56mm  ￥18,000　
　　　　（1／2）左右180mm×天地120mm  ￥35,000
原　稿：完全原稿でお願いします。
送り先：同窓会事務局
　　　  〒100-0048　東京都千代田区神田司町２－17－５
　　　　　　　　　　　　　　　　  上田司町ビル５Ｆ
　　　　　　　　　　　　   E-mail：info@isshou.jp
お支払：後日請求書を送らせていただきます。

一商同窓会会報　企業広告のお願い

電話：03－3291－3128
Fax：03－5577－4238

山 本 剛 事 務 所
所　長　山　本　　剛（41期）

 
東京都千代田区丸の内二丁目５番２号
三菱ビル９階 957区－B　〒100-0005
電　話  （03）3284－1941（代）
ＦＡＸ  （03）3214－3520

税 理 士
行政書士
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平成24年度  都立一商同窓会  会計報告

平成24年度  都立一商奨学会  会計報告

●収支計算書（平成24年４月１日〜平成25年３月31日）

●収支計算書（平成24年４月１日〜平成25年３月31日） ●貸借対照表（平成25年３月31日現在）

●貸借対照表（平成25年３月31日現在）

収入の部

収入の部

支出の部

支出の部

予算額

予算額

予算額

予算額

決算額

決算額

決算額

決算額

差異(予算−決算)

差　異

差　異

差異(予算−決算)

科　　目

科　　目

金　　額

金　　額

（単位：円）

（単位：円） （単位：円）

（単位：円）

終 身 会 費 収 入
総会・同窓生の集い収入
年 会 費
賛 助 会 費 収 入
事 務 受 託 収 入
受 取 利 息
広 告 料 収 入
当年度収入合計（Ａ）
前 年 度 繰 越 収 支 差 額
収　 入　 合　 計（ Ｂ ）

当年度収入合計（Ａ）
前 年 度 繰 越 収 支 差 額
収　 入　 合　 計（ Ｂ ）

奨 学 金
奨 学 金 振 込 手 数 料 等
会 議 費
交 通 費
当年度支出合計（Ｃ）
当年度収支差額(Ａ－Ｃ)
年度繰越収支差額(Ｂ－Ｃ)

生 徒 募 集 費 補 助
就 職 対 策 費 補 助
部 活 動 奨 励 費
資 格 取 得 費 補 助
総会・同窓生の集い費
会 報 費
会 報 発 送 費
校 歌 祭 参 加 費
諸 行 事 祝 金
慶 弔 費
通 信 費
消 耗 品 費
賛 助 会 費 募 集 費
振 込 手 数 料
事 務 所 費
事 務 費
組 織 強 化 費
会 議 費
雑 費
交 通 費
周 年 行 事 積 立 費
当年度支出合計（Ｃ）
当年度収支差額(A)−(C)
次年度繰越収支差額(B)−(C)

950,000
300,000

1,320,000
2,300,000

360,000
60,000

0
5,290,000
5,757,251

11,047,251

2,244,700 
13,663,307 
15,908,007

2,160,000 
63,000 
5,000 

20,000 
2,248,000 

−3,300 
13,660,007

300,000
80,000

200,000
200,000
400,000
610,000
900,000
200,000
50,000
50,000

250,000
400,000
50,000

130,000
900,000

1,200,000
50,000

200,000
100,000
50,000

300,000
6,620,000

△1,330,000
4,427,251

940,000
222,000

1,132,800
4,330,035

360,000
54,439
70,000

7,109,274
5,757,251

12,866,525

2,244,766
13,660,007 
15,904,773

2,130,000
62,900

0
16,000

2,208,900
35,866 

13,695,873

293,945
51,715

144,950
200,040
389,416
729,225

1,211,694
174,821
100,000
131,500
147,953
339,440
74,970
84,532

900,000
1,354,500

0
136,483
34,278
65,140

900,000
7,464,602
△355,328
5,401,923

10,000
78,000

187,200
△2,030,035

0
5,561

△70,000
△1,819,274

0
△1,819,274

66
−3,300
−3,234

30,000
100

5,000
4,000

39,100
−39,034
−35,866

6,055
28,285
55,050

△40
10,584

△119,225
△311,694

25,179
△50,000
△81,500
102,047
60,560

△24,970
45,468

0
△154,500

50,000
63,517
65,722

△15,140
△600,000
△844,602
△974,672
△974,672

Ⅰ　資産の部
　　預　金	
　　　普通預金(りそな・渋谷)
　　　定期預金(りそな・渋谷)
　　基金引当資産	
　　　30年国債（大和証券）
　　資産合計	
Ⅱ　正味財産の部
　　１　基　金	
　　２　次年度繰越金
　　　　前年度繰越額
　　　　当年度増加額
　　正味財産合計

13,660,007
35,866

3,700,373
10,000,000

145,250,000
158,950,373

145,320,000

13,695,873
159,015,873

Ⅰ　資産の部
　預　金		
　　現金		
　　普通預金(三菱東京UFJ神田駅前支店)
　　普通預金(三菱東京UFJ渋谷中央支店)
　基金引当資産		
　　振替貯金		
　　周年行事積立預金(ゆうちょ銀行)	
　　定期預金(三菱東京UFJ神田駅前支店)	
　　定期預金（ゆうちょ銀行）
　　普通預金(三菱東京UFJ渋谷中央支店)	
　　利付国債（No.269）
　流動資産		
　　未収入金		
　　前払費用
　資産合計
Ⅱ　負　債
　　未払金
　　前受金
　　　次年度以降年会費
　　　次年度分賛助会費
Ⅲ　正味財産の部
　１　基　金
　　　　前年度繰越額
　　　　当年度増加額
　２　周年行事積立金
　　　　前年度繰越額
　　　　当年度増加額
　３　次年度繰越金
　　　　前年度繰越額
　　　　当年度増加額
　正味財産合計

105,321
1,895,208

0

81,940
1,200,000
8,099,468
3,000,000

506,954
5,000,000

61,105
142,030

1,974

45,600
10,000

13,432,529
0

300,000
900,000

5,757,251
△ 355,328

2,000,529

17,888,362

203,135
20,092,026

57,574

13,432,529

1,200,000

5,401,923
20,092,026
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平成25年度  都立一商同窓会  収支予算
（平成25年４月１日〜平成26年３月31日）

（平成25年４月１日〜平成26年３月31日）

（単位：円）

（単位：円）

監査報告書
　都立一商奨学会の平成24年度（平成24年４月１日〜平成25
年３月31日）の収支計算書及び同年度末の貸借対照表は、監
査の結果、適正かつ妥当に作成されているものと認めます。
　平成25年５月22日
　　　都立第一商業高等学校同窓会
　　　　　同 窓 会 監 事　 小林　三郎　　粕谷　幸男
　　　　　　 　 　 　 　　 鵜澤　正二
　　　　　PTA会計監査　 駒澤　靖子　　奈良里江子

都立一商奨学会について
　「田園家塾」の処分が基となり、同窓会、
PTA、学校の三者により基金１億３千万円
の運用で毎年奨学金を支給しており平成24年
度は36名に学費援助を行いました。

支出の部収入の部

支出の部収入の部

予算額予算額

予算額予算額

生 徒 募 集 支 援
就 職 対 策 支 援
部 活 動 奨 励 費
資 格 取 得 支 援
東 日 本 大 震 災 支 援
総 会 ・ 集 い 費
会 報 制 作 費
会 報 発 送 費
賛 助 会 費 募 集 費
歴 史 資 料 収 集 費
記 念 誌 編 集 費
校 歌 祭 参 加 費
事 務 所 費
事 務 費
交 通 費
会 議 費
諸 行 事 祝 金
慶 弔 費
通 信 費
消 耗 品 費
振 込 手 数 料
雑 費
周 年 行 事 積 立 費
当 年 度 支 出 合 計 　（ Ｃ ）
当年度収支差額   （Ａ）−（Ｃ）
次 年 度 繰 越 金   （Ｂ）−（Ｃ）

終 身 会 費 収 入
年 会 費 収 入
賛 助 会 費 収 入
同 窓 生 の 集 い 収 入
事 務 受 託 収 入
広 告 料 収 入
受 取 利 息
当 年 度 収 入 合 計 　（ Ａ ）
前 年 度 繰 越 額
収 ● 入 ● 合 ● 計 　（ Ｂ ）

300,000
80,000

300,000
200,000
120,000
800,000

1,140,000
2,320,000

140,000
200,000
100,000
150,000

1,020,000
1,360,000

200,000
200,000
50,000

150,000
250,000
400,000
200,000
100,000
300,000

10,080,000
△2,560,000

2,841,923

950,000
2,000,000
3,500,000

400,000
360,000
250,000
60,000

7,520,000
5,401,923

12,921,923

平成25年度  都立一商奨学会  収支予算

奨 学 金
奨 学 金 振 込 み 等 手 数 料
会 議 費
交 通 費
当 年 度 支 出 合 計 　（ Ｃ ）
当 年 度 収 支 差 額   （Ａ－Ｃ）
年度繰越収支差額   （Ｂ－Ｃ）

受　取　利　息　（国債）　注）
受　取　利　息　（定期）
受　取　利　息　（普通）
当 年 度 収 入 合 計 　（ Ａ ）
前 年 度 繰 越 収 支 差 額
収 ● 入 ● 合 ● 計 　（ Ｂ ）

2,160,000 
63,000 
5,000 

20,000 
2,248,000 

−3,300 
13,691,773

2,240,000
4,000

700
2,244,700 

13,695,073
15,939,773

監査報告書
　都立第一商業高等学校同窓会の平成24年度（平成24
年４月１日〜平成25年３月31日）の収支計算書及び同
年度末の貸借対照表は、監査の結果、適正かつ妥当に
作成されているものと認めます。
　平成25年５月22日
　　　　　　都立第一商業高等学校同窓会
　　　　　　　監　事　　小　林　三　郎（30期）
　　　　　　　監　事　　粕　谷　幸　男（45期）
　　　　　　　監　事　　鵜　澤　正　二（45期）

注）140,000,000×0.02÷2＝1,400,000（利率2.0％）
　　所得税額210,000及び地方税額70,000を引いた額1,120,000が受取額となる。（６・12月）
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二
十
四
歳
で
立
派
に
戦
死
す
べ
く
、
敵
弾
の
矢
面

に
立
ち
乍
ら
、
敵
陣
に
潜
入
し
て
、
銃
弾
を
受
け
て

も
死
な
ず
、
砲
弾
、
爆
弾
の
雨
に　
（
生
埋
め
）
あ

っ
た
時
も
、「
君
に
は
神
が
つ
い
て
い
る
。」
戦
友
の

言
の
如
く
。
更
に
、
悪
性
マ
ラ
リ
ア
菌
に
は
抗
し
き

れ
ず
、
骨
と
皮
の
ミ
イ
ラ
状
に
、
サ
ラ
バ
と
人
事
不

省
に
陥
り
、
ア
ノ
世
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
靖
国
の

空
か
ら
舞
い
戻
っ
た
見
苦
し
さ
を
恥
じ
て
一
商
会
に

も
出
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

で
も
、
最
后
の
ひ
と
時
と
敢
え
て
参
じ
ま
し
た
。

　

本
当
に
感
謝
の
外
あ
り
ま
せ
ん
。
皆
様
に
よ
ろ
し

く
お
伝
え
下
さ
い
。
寿
録
再
読
、
懐
か
し
く
て
な
り

ま
せ
ん
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
貴　

拝

平
成
25
年
6
月
24
日
付　

16
期　

内
貴
直
次
氏
よ
り

　
楽
譜
寄
贈

　

平
成
25
年
５
月
23
日
大
田
区
、平
山
栄
子
（
49
期
）

さ
ん
よ
り
フ
ル
ー
ト
を
寄
贈
し
て
頂
き
学
校
へ
お
届

け
し
て
い
ま
す
。

〝
お
礼
の
こ
と
ば
〟

　

こ
の
度
は
フ
ル
ー
ト
を
寄
贈
し
て
下
さ
り
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

私
達
吹
奏
楽
部
は
１
年
生
４
人
、
２
年
生
２
人
、

３
年
生
１
人
の
計
７
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
人
数

富里ゴルフ倶楽部
干葉県山武郡芝山町
小原子773

カレドニアン・ゴルフクラブ
千葉県山武郡横芝光町
長倉1658

都心より車で１時間足らずのアクセス、
成田空港第２ターミナルから各コースヘの送迎バスがあります。
一商同窓生には優待プレー料金のご用意があります。
詳しくは各コースのホームページをご覧下さい。

東京都千代田区麹町1－7 相互半蔵門ビル8階
東京グリーン富里カレドニアン株式会社
代表取繚役会長　早川治良（31期）
TEL 03-3237-8411　ＦＡＸ 03-3237-8417

〒102-0083

有限会社おおつき薬局
代表取締役　大　槻　　 實（30期）

保険調剤

〒173-0014 東京都板橋区大山東町58の19
　　　　　電 　　　話（03）3579－3889番
　　　　　電話・FAX（03）3579－3881番
（自宅）
〒274-0063 船橋市習志野台４の70の４
　　　　　電話・FAX（047）467－3168番

し
て
同
窓
会
賛
助
会
費
へ
納
入
い
た
し
ま
し
た
。

　

平
成
二
五
年
六
月
二
五
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

35
期　

佐
野
光
也　

記

　
同
窓
会
宛［
長
寿
の
祝
い
］拝
受
御
礼

　

一
商
同
窓
会
で
は
今
年
度
か
ら
、
長
寿
を
迎
え
ら

れ
た
方
で
同
窓
会
総
会
に
出
席
い
た
だ
い
た
同
窓
生

に
対
し
て
、
敬
意
を
表
す
る
た
め
、
会
長
名
で　
［
長

寿
の
祝
い
］
を
授
与
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
、

総
会
後
の
「
同
窓
生
の
集
い
」
の
冒
頭
、
会
長
か
ら

対
象
の
方
に
（
今
回
は
最
初
の
試
み
で
あ
っ
た
た
め

88
歳
以
上
の
16
期
・
内
貴
直
次
、
17
期
・
吉
田
謙
、

19
期
・
上
原
庸
行
の
３
名
の
方
）
に
授
与
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
と
こ
ろ
、
お
礼
状
を
頂
戴
い
た
し
ま

し
た
の
で
、
こ
こ
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

〝
六
月
二
三
日
の
同
窓
会
総
会
に
出
席
し
て
〟

　

大
槻
会
長
様

　

平
成
二
十
五
年
六
月
二
十
三
日
を
忘
れ
え
ま
せ
ん
。

　

懐
か
し
の
府
立
一
商
会
に
出
席
し
て
、
先
ず
温
か

い
会
長
様
の
歓
迎
を
頂
き
、「
寿
録
」
数
冊
の
想
い

出
や
長
寿
の
祝
い
や
花
束
と
身
に
余
る
感
激
や
最
后

の
挨
拶
ま
で
幸
福
で
一
杯
で
し
た
。
母
校
の
方
達
に

こ
ん
な
好
意
を
頂
く
と
は
、
今
ま
で
生
恥
を
晒
す
引

込
思
案
が
悔
や
ま
れ
ま
し
た
。

　
も
う
一
つ
の
同
窓
会
に
つ
い
て

　

私
は
昭
和
33
年
に
三
菱
銀
行
（
現
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ

Ｊ
銀
行
）
入
社
し
ま
し
た
が
、
そ
の
６
月
に
三
菱
銀

行
在
勤
の
一
商
卒
業
生
に
よ
る
「
一
銀
会
」
と
い
う

同
窓
会
に
出
席
し
ま
し
た
。

　

第
１
期
卒
業
の
大
先
輩
を
始
め
要
職
に
あ
る
方
々

や
若
手
の
行
員
ま
で
約
80
人
が
揃
っ
た
盛
大
な
会
で

し
た
。
そ
の
後
も
毎
年
開
か
れ
る
「
一
銀
会
」
は
暖

か
い
が
厳
し
い
忠
告
や
助
言
を
い
た
だ
け
る
大
変
あ

り
が
た
い
同
窓
会
で
、
時
に
は
一
泊
温
泉
旅
行
や
ゴ

ル
フ
会
な
ど
楽
し
い
お
付
き
合
い
も
あ
り
銀
行
員
生

活
の
中
で
の
「
一
銀
会
」
は
有
意
義
で
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
結
成
か
ら
80
年
を
経
た
近
年
は
会
員
の

高
齢
化
と
若
手
会
員
と
の
交
流
不
足
な
ど
で
定
例
会

合
の
出
席
者
減
少
が
止
ま
ら
ず
、
今
年
を
最
後
に
活

動
を
停
止
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

ご
指
導
い
た
だ
い
た
多
く
の
先
輩
た
ち
に
は
、
こ

の
10
年
「
一
銀
会
」
の
運
営
に
関
わ
つ
た
者
の
ひ
と

り
と
し
て
申
し
訳
な
く
思
い
、
ま
た
残
念
で
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

活
動
停
止
に
あ
た
り
僅
か
で
す
が
会
費
の
残
額

を
、
今
年
最
後
の
「
一
銀
会
」
に
ご
出
席
の
15
名
の

皆
様
の
ご
同
意
を
得
て
、「
三
菱
銀
行
一
銀
会
」
と

第１回ホームカミングデーの
お知らせ

ホームカミングデーとは卒業生が母校に集い
母校愛と友情を確認しあう集まりで、我が同
窓会では今回が初めての開催となります。
皆さん多数のご参加をお待ち申し上げます。
日　時　平成25年11月23日（土）
　　　　午後２時から４時30分
　　　　　　１時　受付開始
　　　　　　１時20分　校内見学会
　　　　　　２時　開会
会　場　母校、都立第一商業高等学校
　　　　メインアリーナ（渋谷区鉢山町8−1）
参加申込　同封申込用紙をご利用下さい。
　　　　名札その他準備の都合もあり、必
　　　　ず事前に申込をお願いします。
　　　　締め切りは11月11日です。
参加費　１，０００円（当日受付にて集金）
　　　　飲物とお菓子の用意を致します。
無料ご招待　
　今回は昭和47年卒（49期）の還暦を迎え
　る方々を無料ご招待します。
催しもの
　◦校内見学会
　　参加ご希望の方は受付を済ませ１時20
　　分に正面玄関に集合して下さい。
　◦講演会「水について」
　　講師　安見昭雄氏（31期）
　　　　　住友化学工業㈱入社後、現在は
　　　　　泉興産㈱専務取締役
　◦在校生演技
　　軽音楽部、ダンス部、バトン部、
　　ブレイクダンス部
当日、32期（昭和30年卒）と44期（昭和42
年卒）の方達は外部の別会場で同期会を開
催されます。ぜひ、このホームカミングデ
ーをクラス会、同期会等の前段の行事とし
てご利用下さい。
懐かしの母校見学会の後のクラス会、いい
と思います。
幹事の皆さん、よろしくお願いします。
お問合せは同窓会事務局へお願いします。
０３−３２９１−３１２８
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株式会社サンワエース
会　　　長　白　川　健　二（35期）
代表取締役　白　川　優　二
〒101-0065 東京都千代田区西神田２－７－14

ＹＳ西神田ビル 3階
　　　ＴＥＬ．0 3－5 2 2 6－5 4 7 1

　ＦＡＸ．0 3－5 2 2 6－6 9 8 1

総合不動産賃貸業

〒101-0041　東京都千代田区神田須田町2－6
PHONE.  0 3 － 3 2 5 4 － 3 0 2 1
F　A　X.  0 3 － 3 2 5 4 － 3 0 2 2
e -ma i l　kenz.52@sakashitax.com

税理士法人　さかした

坂　下　賢　三

坂　下　幸　之

（35期）代表社員
税理士

代表社員
公認会計士

　
　

東
京
都
大
田
区
東
雪
谷
２
─
３
─
９

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ　

　
　

０
３
─
３
７
２
６
─
３
１
６
９

飯
泉
善
一
郎
（
31
期
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
俳
句
の
会
会
員

昭
和
58
年　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
俳
句
入
門
講
座

受
講

昭
和
59
年　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
俳
句
友
の
会
発

足
に
伴
い
入
会
、
現
在
に
至

る

平
成
７
年
〜
16
年　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
俳
句
友

の
会
有
志
に
よ
る
合
同
句
集

『
く
に
た
ち
』（
第
５
集
〜
第

14
集
）
に
参
加

平
成
12
年
〜
22
年　

中
央
大
学
学
員
会　

中
央
俳
壇
合
同
句
集『
薫
風
』

（
創
刊
号
〜
創
刊
十
周
年
記

念
号
）
に
参
加

平
成
17
年
４
月　

句
集
『
風
見
鶏
』
刊
行

平
成
22
年
３
月　
句
集「
阿
吽
の
獅
子
」発
行

　

連
絡
先　

〒
１
５
８
─０
０
９
４　

　
　

東
京
都
世
田
谷
区
玉
川
２
─
７
─
１

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ　

　
　

０
３
─
３
７
０
７
─
５
５
８
６

（
ご
参
考
）
当
句
会
に
出
さ
れ
た
句
を
何
句

か
並
べ
て
み
ま
し
た
。

◎
赤
門
を　

五
月
の
風
と
共
に
抜
け

◎
あ
の
と
き
も　

あ
の
こ
と
も
過
去　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

遠
花
火

◎
水
音
の　

と
ど
ろ
く
と
こ
ろ　

初
も
み
じ

◎
雪
烈
し　

鴎
川
面
を
低
く　

飛
び

　

昨
年
六
月
に
発
足
し
た
当
句
会
は
、
原
則

と
し
て
奇
数
月
の
第
一
月
曜
日
の
午
後
句
会

を
開
催
し
て
お
り
、
本
年
七
月
で
八
回
を
数

え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

定
例
句
会
は
、
各
自
が
兼
題
（
予
め
決
め

た
季
題
）
で
二
句
、
自
由
題
で
一
句
の
計
三

句
を
提
出
し
、
選
句
と
選
評
を
和
や
か
な
零

囲
気
の
中
で
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。
と
き
に

は
吟
行
句
会
（
外
へ
出
掛
け
て
の
作
句
、
句

会
）
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

俳
句
は
一
人
で
も
楽
し
め
ま
す
が
、
仲
間

と
お
互
い
の
句
を
選
ん
だ
り
、
批
評
し
合
う

こ
と
に
よ
っ
て
一
層
楽
し
み
が
増
え
、
上
達

に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　

現
在
、会
員
は
八
名
と
少
人
数
で
す
の
で
、

も
う
少
し
仲
間
を
増
や
し
更
に
充
実
し
た
句

会
に
し
て
行
き
た
い
と
望
ん
で
お
り
ま
す
。

俳
句
に
ご
興
味
を
お
持
ち
の
方
は
、
ぜ
ひ
当

句
会
を
覗
い
て
み
て
下
さ
い
。
見
学
も
大
歓

迎
で
す
。

　

な
お
照
会
・
連
絡
は
、
次
の
世
話
人
の
い

ず
れ
か
へ
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

垂
井　

道
夫
（
28
期
）

現
代
俳
句
協
会
会
員
、

俳
句
結
社　

麦
の
会　

同
人
、　

俳
句
結
社　

奔
流　

同
人
、

俳
句
結
社　

丘
の
会　

代
表

　

連
絡
先　

〒
１
４
５
─０
０
６
５　

は
少
な
い
で
す
が
、
様
々
な
行
事
で
活
躍
し
て
い
ま

す
。
今
年
度
は
４
月
に
新
入
生
歓
迎
会
、
５
月
に
ス

ポ
ー
ツ
大
会
、
９
月
に
は
老
人
ホ
ー
ム
へ
訪
問
演
奏

会
と
一
商
祭
が
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
度
よ
り
も
人
数
が
増
え
た
の
で
、
今
年
度
は

１
月
に
行
わ
れ
る
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
に
出

場
す
る
予
定
で
す
。
昨
年
度
よ
り
も
、
力
を
入
れ
て

練
習
に
励
も
う
と
思
い
ま
す
。
で
す
の
で
、
今
後
と

も
第
一
商
業
高
等
学
校
吹
奏
楽
部
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
こ
の
度
は
、
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　

吹
奏
楽
部
員
一
同

　「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
会
」
創
設

(

目
的)　

同
窓
会
会
員
及
び
家
族
・
友
人
の
親
睦
と

　
　
　
　

健
康

(

企
画)　

年
四
回
程
度
の
日
帰
り
。自
然
を
楽
し
み
、

　
　
　
　

歴
史
を
た
ず
ね
、
個
性
あ
る
街
の
プ
ラ
ッ

　
　
　
　

ト
散
歩
な
ど

〈
最
初
の
プ
ラ
ン
〉

　

来
年
春
秋
四
回
の
通
し
テ
ー
マ

　
「
多
摩
川
を
溯
る
」
50
キ
ロ
（
一
回
12
〜
14
Ｋ
）

　
（
リ
バ
ー
サ
イ
ド
の
歩
行
者
専
用
道
路
）

（
参
加
登
録
の
お
願
い
）

　

準
備
の
都
合
等
の
た
め
予
め
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

同
窓
会
事
務
局　

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
３
─
５
５
７
７
─
４
２
３
８

　

企
画
委
員
会　

佐
藤
房
子

　
一
商
百
周
年
誌
編
纂
担
当
よ
り
、

　
歴
史
資
料
の
ご
提
供
お
願
い

　

母
校
に
か
か
わ
る
歴
史
資
料
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

ぜ
ひ
お
送
り
く
だ
さ
い
。
コ
ピ
ー
で
も
可
。

　

〒
１
０
１
─
０
０
４
８

　

千
代
田
区
神
田
司
町
２
─
17
─
５

　

上
田
司
町
ビ
ル
５
Ｆ

　

都
立
一
商
同
窓
会　

歴
史
資
料
委
員
会
宛

　
楽
器
の
母
校
へ
の
寄
付
願
い

　

お
手
持
ち
の
楽
器
を
母
校
に
ご
寄
付
願
え
ま
せ
ん
か
。

　

同
窓
会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。
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前
号
で
、
通
い
慣
れ
た
渋
谷
駅
が
地
下
に
潜

っ
て
し
ま
っ
た
等
世
の
中
の
変
化
に
遅
れ
な
い

よ
う
我
が
同
窓
会
事
務
所
に
新
し
く
フ
ァ
ク
ス

受
信
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
た
と
自
慢
げ
に
申

し
上
げ
ま
し
た
。
そ
し
た
ら
今
度
は
も
っ
と
大

き
な
変
化
が
。
同
窓
会
の
会
長
が
大
槻
さ
ん
か

ら
菊
池
さ
ん
に
代
わ
っ
た
の
で
す
。
前
会
長
よ

り
二
つ
若
い
新
会
長
。
次
々
と
新
し
い
矢
を
放

っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
は
ま
る
で
ど
こ
か
の

国
の
総
理
大
臣
の
よ
う
。
そ
の
方
策
名
を
ま
ね

た
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

我
が
同
窓
会
で
も

名
付
け
て

「
キ
ク
チ
ノ
ミ
ク
ス
」。

そ
の
第
一
の
矢
が

こ
の
秋
に
開
催
の

「
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
」。
何
じ
ゃ
そ
り
ゃ
？

横
文
字
は
嫌
い
だ
、
な
ん
て
言
わ
な
い
で
。
詳

し
く
は
今
号
に
開
催
予
告
記
事
と
新
会
長
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
に
説
明
が
載
っ
て
い
ま
す
。
新
会
長

の
熱
い
思
い
を
、
そ
の
情
熱
を
、
皆
で
応
援
し

ま
し
ょ
う
よ
。
ま
ず
は
行
事
に
参
加
し
て
下
さ

い
。
ひ
と
つ
よ
ろ
し
く
。

事
務
局
で
の
人
材
募
集

①
会
報
等
の
編
集
委
員
（
取
材
費
・
交
通
費
実

費
支
給
あ
り
）

②
事
務
局
勤
務　

　

Ｐ
Ｃ
堪
能
な
方

　

来
春
４
月
に
渋
谷
に
事
務
局
を
移
転
し
ま
す
。

　

移
転
後
か
ら
の
勤
務
可
能
な
方

　

平
日
㈪
～
㈮
午
後
１
時
～
５
時
、
日
数
・
勤

務
時
間
は
応
相
談

　

時
給
千
円
・
交
通
費
実
費
支
給

③
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
管
理（
作
業
方
法
等
応
相
談
）

　

事
務
局　

０
３
─
３
２
９
１
─
３
１
２
８　
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ニ
ュ
ー
ト
ー
キ
ヨ
ー
数
寄
屋
橋
本
店

　

電
話　
（
３
５
７
２
）
３
８
４
８　

　

会
費　

４
千
円

　
（
懇
親
会
参
加
・
不
参
加
は
自
由
）

四
、
リ
ハ
ー
サ
ル

　

日
時　

平
成
25
年
9
月
21
日
㈯　

　
　
　
　

午
後
２
時
〜
４
時

　

場
所　

母
校
一
商　

一
階
音
楽
室

　

※
校
歌
祭
参
加
予
定
者
は
出
来
る
だ

け
ご
参
加
下
さ
い
。

　

※
リ
ハ
ー
サ
ル
当
日
、
校
歌
・
学
生

歌
の
二
曲
が
入
っ
た
Ｃ
Ｄ
を
２
０

０
円
で
お
分
け
し
ま
す
。

　
　

校
歌
祭
実
行
委
員
会

　
　
　

監
事
・
山
本　
　

剛
（
41
期
）

　
　
　

委
員
・
菊
池　

敏
郎
（
32
期
）

　
　
　
　
　

・
松
森
世
津
子
（
41
期
）

　
　
　
　
　

・
芥
川　

英
子
（
41
期
）

　
　
　
　
　

・
佐
藤　

房
子
（
42
期
）

　

東
京
校
歌
祭
の
第
一
回
開
催
は
平

成
５
年
に
東
京
都
旧
制
中
学
の
卒
業

生
が
一
年
に
一
度
集
い
、
母
校
の
校

歌
を
歌
い
ま
し
よ
う
と
い
う
趣
旨
で

始
ま
り
ま
し
た
。

　

我
が
校
は
第
五
回
か
ら
参
加
し
て

お
り
ま
す
。

　

昨
年
も
10
月
６
日
㈯
日
比
谷
公
会

堂
で
第
20
回
東
京
校
歌
祭
が
開
催
さ

れ
、
我
が
一
商
か
ら
は
50
名
を
超
え

る
同
窓
生
が
参
加
し
、
校
歌
「
都
の

空
」、
そ
し
て
学
生
歌
の
「
あ
ゝ
一
商
」

を
声
高
ら
か
に
歌
い
ま
し
た
。

　

本
年
の
開
催
日
程
等
は
次
の
通
り
で

あ
り
ま
す
。
多
く
の
方
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

参
加
ご
希
望
の
方
は
、
９
月
17
日
ま

で
に
同
窓
会
事
務
所
宛
校
歌
祭
・
懇
親

会
・
リ
ハ
ー
サ
ル
そ
れ
ぞ
れ
ご
と
に
お

申
込
み
下
さ
い（
な
お
、当
日
の
校
歌
祭

全
体
司
会
を
実
行
委
員
会
委
員
で
あ
る

松
森
世
津
子
氏
が
担
当
い
た
し
ま
す
）。

記

一
、
日
時

　

平
成
25
年
10
月
5
日
㈯　

午
後
１
時

　

集
合　
　

二
、
会
場

　

日
比
谷
公
会
堂
・
受
付

【
校
歌
祭
終
了
後
】

三
、
懇
親
会
会
場

は
ち
や
ま
　
第
四
十
九
号

平
成
二
十
五
年
九
月
一
日
発
行

編　

集　

同
窓
会
広
報
委
員
会

発
行
者　

同
窓
会
会
長　

菊
池　

敏
郎

　

都
立
一
商
同
窓
会　

〒
１
０
１
─０
０
４
８

　

東
京
都
千
代
田
区
神
田
司
町
二
─
一
七
─
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

上
田
司
町
ビ
ル
五
階

　
Ｔ 

Ｅ 

Ｌ　

〇
三
─
三
二
九
一
─
三
一
二
八

　
Ｆ 

Ａ 

Ｘ　

〇
三
─
五
五
七
七
─
四
二
三
八

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　http://w

w
w

.isshou.jp/

　
　
　
　
　
　
　

E-m
ail

：info@
isshou.jp

　
　
　
　
　
　
　

印
刷
所　

㈱
博
文
堂

平成25年度 第21回 東京校歌祭 10月5日(土)
於・日比谷公会堂

東
京
校
歌
祭
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

第20回東京校歌祭に参加したメンバー

訃　

報

　

本
同
窓
会
の
相
談
役
船
津
忠
正
氏
（
13

期
）
が
本
年
５
月
18
日
ご
逝
去
さ
れ
ま
し

た
。（
享
年
95
歳
）
元
同
窓
会
副
会
長
・

同
窓
会
会
報
編
集
長
・
一
商
響
会
（
吹
奏

楽
部
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
）
代
表
幹
事

　

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

卒
業
生
を
採
用
し
て
く
だ
さ
い
。
ご
連
絡
は
下
記
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
学　
校　
☎
０
３
─
３
４
６
３
─
２
６
０
６

又
は
同
窓
会
事
務
局　
☎
０
３
─
３
２
９
１
─
３
１
２
８

企
業
経
営
者
、
人
事
ご
担
当
の
方
へ

　
第
三
回
　
都
立
一
商
高
等
学
校

　
　
　
　
　
同
窓
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

開　

催　

日　

平
成
25
年
11
月
12
日（
火
曜
日
）

開
催
場
所　

こ
だ
ま
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

費　
　
　

用　

プ
レ
ー
代　

一
四
〇
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
（
キ
ャ
デ
ィ
付
・
パ
ー
テ
ィ
代
等
含
む
）

　

〒
３
６
７
─
０
２
０
３

　

埼
玉
県
本
庄
市
児
玉
町
入
浅
見
１
０
６
０
番

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
４
９
５
─
７
２
─
５
１
５
１

申
込
締
切
日　

10
月
10
日
（
木
曜
日
）

＊
グ
ル
ー
プ
参
加
歓
迎
・
お
一
人
様
で
も

　

ご
参
加
に
な
れ
ま
す
。

　

資
料
ご
希
望
の
方
は
お
申
出
下
さ
い
。

　
（
世
話
人
代
表　

小
林　

三
郎（
30
期
））

◦
お
申
込
み
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
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同
窓
会
事
務
局
ま
で




